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部制から課制へ移行　平成24年度 行政組織・機構再編
　現在、市においては、行財政改革の一環として職員数の削減に取り組んでいます。職員数の減少が、市民サービス
の低下につながらない体制づくりを目指し、平成24年度当初から組織・機構を再編します。

■主な実施内容
　部制から課制へ移行するとともに、課（室）の一部を統廃合および課名の変更を行います。
　主な実施内容は、次のとおりです。
●「収納課」を「税務課」に統合●「企画調整課」、「文化振興課」、「男女共同参画室」を統合し、「まちづくり推進課」
を設置●「健康推進課」を「市民生活課」に統合●「清掃管理課」を「環境衛生課」に統合●「地域福祉課」と「生活支
援課」を統合し、「社会福祉課」を設置●支所の「総務市民課」と「産業建設課」を統合し、支所を一課としての執行
体制●「教育委員会総務課」と「給食調理場管理課」を統合し、「教育総務課」を設置●「生涯学習課」を「社会教育
課」に課名を変更　
※なお、農林整備課地籍調査係（現行第２庁舎）を市中央公民館２階に移転しますが、それ以外の現行部署の窓口
は、新庁舎が完成するまでの間、位置を変えずにこれまでどおり業務を行います。

■再編の詳細は、次のとおりです。

問い合わせ先 総務課　総務係　☎0974-22-1001（内線2021）
市内無料電話 9-22-1001（内線2021）

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42

43

（議　　会）
会計管理者

総務部

企画部

生活環境部

保健福祉部

産業経済部

建設部

清川支所

緒方支所

朝地支所

大野支所

千歳支所

犬飼支所

教育委員会

（選挙管理委員会）
（監査委員）
（公平委員会）
（農業委員会）

議会事務局
会計課
総務課
財政課
税務課
収納課
企画調整課
文化振興課
情報推進課
市民生活課
環境衛生課
清掃管理課
人権推進同和対策課
男女共同参画室
地域福祉課
生活支援課
高齢者福祉課
健康推進課
農業振興課
商工観光課
農林整備課
建設課
上下水道課
総務市民課
産業建設課
総務市民課
産業建設課
総務市民課
産業建設課
総務市民課
産業建設課
総務市民課
産業建設課
総務市民課
産業建設課
総務課
学校教育課
生涯学習課
給食調理場管理課
教委支局（7）、公民館（7）
選挙管理委員会事務局
監査事務局
農業委員会事務局

1
2
3

4

5

6

7
8

9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26

27
28
29
30

議会事務局
会計管理者・会計課
総務課

財政課

税務課

まちづくり推進課

情報推進課
市民生活課

環境衛生課
人権推進同和対策課
社会福祉課
高齢者福祉課
農業振興課
商工観光課
農林整備課
建設課
上下水道課
清川支所
緒方支所
朝地支所
大野支所
千歳支所
犬飼支所
教育総務課
学校教育課
社会教育課
教委支局（7）
公民館（7）
選挙管理委員会事務局
監査事務局
農業委員会事務局

財務管理室
契約検査室
税制管理室
収納管理室

男女共同参画室
文化芸術振興室
　

健康推進室

こども支援室

総務係
会計係
総務係、法規係、地域安全係、人事給与係
秘書広報係
財政係、行革推進係、管財係
検査係
民税係、資産税係
管理係、収納推進係
企画係、地域振興係
男女共同参画係
文化芸術振興係、朝倉文夫記念館係、神楽会館係
情報推進係、ケーブルテレビ管理係
戸籍住民係、国保年金係
母子企画係、健康長寿係
衛生係、環境係
清掃センター係、白鹿浄化センター係
人権推進同和対策係、隣保館係
福祉障がい支援係、生活保護係
こども支援係
高齢者福祉係、介護保険係
農政企画係、担い手支援係
農業振興係、畜産振興係
地域経済振興係、観光振興係
林業振興係、整備係、地籍調査係
企画管理用地係、建設係、保全係
住宅係、都市計画建築係
水道係、下水道係
総務市民係、産業建設係
総務市民係、産業建設係
総務市民係、産業建設係
総務市民係、産業建設係
総務市民係、産業建設係
総務市民係、産業建設係
総務係、学校給食係
学校教育係、人権同和教育係
社会教育係、スポーツ推進係
図書館係、文化財係
教育係（7）
選挙係
監査係
管理農地係

課　等部　等 課　等 室 係
平成24年４月平成23年４月
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県および大分市から一部事務の窓口等が移ります

法令名
農　地　法
都市計画法
環境基本法
社会福祉法
母子保健法

担当課
農業委員会
建設課
環境衛生課
社会福祉課
社会福祉課

移譲する事務の概要
農地等の権利移動の許可等
都市計画施設内および都市計画事業認可内での建築等の許可および国が行う行為に係る協議
騒音に係る環境基準の地域類型の指定
社会福祉法人の定款の認可、報告徴収、検査、業務停止命令等
低体重児出生の届出、養育医療の給付等、未熟児の訪問指導等

～申請窓口や許可権限が変更となる事務一覧（抜粋）～

　平成22年6月に地方分権の推進を目指して閣議決定された「地域主権戦略大綱」に基づき、法律などの改正が行
われ、権限移譲が行われています。これにより、行政サービスがより身近に受けられるようになります。
　このうち、4月から申請窓口や許可権限が変更される主なものは、次のとおりです。

国民健康保険、国民年金の届出を忘れずに
　就職・退職や転入・転出など、その生活の変化にあわせて国民健康保険や国民年金の届出が必要になることが
ありますので、次のような時は、14日以内に市役所の窓口で手続きを行ってください。

■70歳以上の方の自己負担額割合の据え置きが1年間延長されます。
　70歳以上の方の自己負担割合は、平成20年4月から2割に引き上げられる予定でしたが、平成24年3月まで
は1割のまま据え置かれていました。
　その据え置きがさらに1年間延長され、平成24年4月から平成25年3月の間も1割負担で診療が受けられます
（3割負担の方は変更ありません）。
※国民健康保険税は、皆さんの医療費にあてられる国保の大切な財源です。必ず納期内に納めましょう。

　（手続きに必要なもの）
　・社会保険資格喪失証明書など、勤務先の資格喪
失日、資格を喪失した人がわかる書類

　・印鑑（認め印可）
　・年金証書（年金を受給している65歳未満の方）
　・年金手帳（20歳以上65歳未満）

①勤務先の健康保険をやめた、家族の勤務先の
健康保険の扶養からはずれたなどの理由から
国民健康保険・国民年金（第1号被保険者）に
入るとき

・国民健康保険……勤務先の健康保険など他の健康保険に
加入していない方は、国保の加入手続きが必要です。

　・国民年金…………住所変更届が必要です。また、転入前
に退職し、加入手続きを行っていない方や保険料の免
除の申請をしていない場合は、その手続きもできます。

　　（手続きに必要なもの）
　　・印鑑（認め印可）
　　・年金手帳（20歳以上65歳未満）
　　・年金証書（年金を受給している65歳未満の方）
　　・国民年金保険料免除申請の場合は離職票、または雇

用保険受給者資格者証等

③他市町村から豊後大野市に転入した方

　（手続きに必要なもの）
　・今まで使っていた国民健康保険被保険者証（や
められる方全員）

　・新しく加入した健康保険の被保険者証（新しく
加入した方全員分）

　・印鑑（認め印可）

②勤務先の健康保険に加入した、家族の勤務先
の健康保険の被扶養者になったなどの理由か
ら国民健康保険をやめるとき（年金について
は勤務先の事業所が届出を行いますので、市
役所への届出は必要ありません）。

　・国民健康保険……豊後大野市国保をやめる手
続きが必要です。転出後は豊後大野市国保の保
険証は使用できませんのでご注意ください。

　・印鑑（認め印可）
　・今まで使っていた国民健康保険被保険者証（転
出する方全員分）

※市内転居や世帯の異動があった場合にも届出が
必要になる場合があります。
　・国民年金…………特に手続きは必要ありませ
ん（転出先で行います）。

④他市町村へ転出する方

問い合わせ先 財政課　財務管理室　行革推進係　☎0974-22-1001（内線2025・2032）
市内無料電話 9-22-1001（内線2025・2032）注）詳細は担当課にお問い合わせください

問い合わせ先 市民生活課　国保年金係　☎0974-22-1001（内線2086・2096）
市内無料電話 9-22-1001（内線2086・2096）

※このほか本市に該当する33法律が改正されます。詳しくは豊後大野市のホームページをご覧ください

市報 ぶんごおおの 2012.４3



▲昨年11月に実施した第1回豊後大野市ふるさとまつり

▲ケーブルテレビ収録風景

ま
し
た
。こ
の
こ
と
は
、す
べ
て
の

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
が
な
け

れ
ば
で
き
な
い
こ
と
で
あ
り
、同
時

に
、国
に
対
し
て
も
社
会
保
障
制
度

の
抜
本
的
な
見
直
し
を
強
く
要
望

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
今
回
、介
護
保
険
の
基
本
的
理
念

を
具
現
化
す
る
た
め
に
、第
6
期
介

護
保
険
事
業
計
画
期
間
の
最
終
年

度
と
な
る
平
成
29
年
度
ま
で
を
見

据
え
、「
給
付
適
正
化
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
」を
策
定
し
ま
し
た
。こ
の
計
画

は
、介
護
給
付
費
の
適
正
化
、介
護

予
防
や
健
康
づ
く
り
を
積
極
的
に

展
開
し
な
が
ら
、将
来
の
個
人
の
負

担
軽
減
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、市

民
の
だ
れ
も
が
健
康
で
幸
せ
を
実

感
で
き
、笑
顔
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
の
ベ
ー
ス
と
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

◆　
◆　
◆　
◆　
◆　
◆　
◆

　
さ
て
、新
し
く
迎
え
る
平
成
24
年

度
は
、豊
後
大
野
市
が
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
に
お
い
て
躍
動
す
る
年
に
し

た
い
と
考
え
、次
の
3
つ
の
視
点
に

重
き
を
置
い
て
市
政
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

⑴
豊
後
大
野
市
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立

⑵
ぬ
く
も
り
の
あ
る
行
政
の
推
進

⑶
行
革
と
成
長
の
両
立
は
次
世
代

へ
の
責
任

　
本
市
の
豊
か
な
自
然
と
地
域
資

源
を
最
大
限
に
活
用
し
な
が
ら「
豊

後
大
野
市
ブ
ラ
ン
ド
」を
確
立
し
、

市
内
外
に
本
市
の
素
晴
ら
し
さ
を

発
信
す
る
こ
と
で
、「
こ
の
ま
ち
に

住
み
た
い
・
住
ん
で
良
か
っ
た
」と

思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
「
第
2
期
豊
後
大
野
市
行
政
改
革

集
中
改
革
プ
ラ
ン
」に
基
づ
い
た
行

財
政
改
革
と
い
う
大
き
な
ハ
ー
ド

ル
を
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
が
、「
未
来
に
希
望
が
持
て
る

豊
後
大
野
市
づ
く
り
」の
た
め
、市

民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
持
続
可
能
な
財
政
基
盤

の
確
立
に
向
け
努
力
し
、効
果
的
で

効
率
的
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

◆　
◆　
◆　
◆　
◆　
◆　
◆

　
平
成
24
年
度
は
、次
の
6
点
を

政
策
目
標
に
掲
げ
、そ
の
達
成
に

向
け
全
職
員
一
丸
と
な
り
取
り
組

み
ま
す
。

⑴
産
業
の
振
興
に
よ
る

　
　
　
　地
域
経
済
の
活
性
化

①
第
2
次
農
業
振
興
計
画
の
着

実
な
実
施

②
農
産
物
の
産
地
化
・
ブ
ラ
ン

ド
化

③
遊
休
農
地
対
策
、地
力
の
回
復

④
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ァ
ー

ム
等
の
就
農
支
援

⑤
農
業
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

⑥
鳥
獣
被
害
対
策

⑦
畜
産
振
興

⑧
林
業
振
興

⑨
2
0
1
2
全
国
乾
し
い
た
け

振
興
大
会（
第
60
回
全
国
乾

椎
茸
品
評
会
）の
成
功
に
向

け
て

⑩
農
商
工
の
連
携

⑪
雇
用
の
確
保
、創
造

⑫
商
店
街
の
活
性
化

⑬
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
の
設
立

⑭
ジ
オ
パ
ー
ク
の
推
進

⑵
市
民
生
活
の
向
上
と

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

①
飲
料
水
の
安
定
供
給

②
生
活
排
水
の
衛
生
処
理
化
推

進
③
生
活
道
路
、住
宅
の
整
備

④
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
長
寿
命
化

⑤
葬
斎
場
の
整
備

⑥
小
規
模
集
落
対
策

⑦
男
女
共
同
参
画
の
推
進

⑧
芸
術
文
化
の
振
興

⑨
市
民
の
た
め
の
新
庁
舎

⑶
健
康
で
元
気
な
長
寿
社
会
づ
く
り

①
節
目
検
診
の
実
施

②
母
子
保
健

③
食
育
推
進

④
予
防
接
種

⑤
あ
け
あ
じ
運
動

⑥
自
殺
対
策

⑦
介
護
予
防
の
推
進

⑧
市
民
病
院
の
充
実

⑷
子
育
て
支
援
と
教
育
の
振
興

①
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環

境
づ
く
り

②
教
育
の
充
実

③
青
少
年
健
全
育
成
の
推
進

④
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

⑤
新
中
央
公
民
館
の
活
用

⑥
教
育
施
設
の
充
実
、学
校
耐

震
化

⑦
人
権
教
育
啓
発
の
推
進

⑸
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

①
急
傾
斜
地
対
策
、ハ
ー
ド
面

の
防
災
対
策

②
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

③
交
通
安
全
、防
犯
対
策

④
消
防
体
制
の
充
実

⑤
消
費
者
行
政

⑹
行
財
政
改
革
の
推
進
と

新
自
治
シ
ス
テ
ム
の
構
築

①
第
2
期
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の

推
進

②
公
共
施
設
の
見
直
し

③
補
助
金
の
見
直
し

④
事
務
事
業
評
価
と
予
算
の
連

動（
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
の

実
行
）

⑤
自
治
基
本
条
例
に
基
づ
い
た

自
治
行
政

市
政
運
営
に
当
た
っ
て
の

　
　
　
　
　
　基
本
的
な
考
え
方

　
私
が
平
成
21
年
4
月
か
ら
市
政

運
営
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
き
早
く

も
4
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。市
長
就

任
後
、「
第
1
次
豊
後
大
野
市
総
合

計
画
」に
基
づ
い
た
平
成
21
年
度
施

政
方
針
に
よ
り
、中
学
校
3
年
生
ま

で
の
医
療
費
助
成
制
度
お
よ
び
高

校
生
の
奨
学
金
貸
付
制
度
の
創
設
、

学
校
施
設
耐
震
化
の
早
期
実
施
、市

職
員
に
よ
る
地
域
担
当
職
員
制
度

の
導
入
等
を
行
い
、私
の
政
治
信
条

で
あ
る「
1
メ
ー
ト
ル
か
ら
の
民
主

主
義
」を
基
本
に
、多
く
の
方
々
と

真
摯
に
対
話
を
重
ね
相
互
理
解
を

深
め
な
が
ら
、愛
す
る
豊
後
大
野
市

の
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け

て
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。

◆　
◆　
◆　
◆　
◆　
◆　
◆

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、高
速

情
報
通
信
網
が
市
内
全
域
に
整
備

さ
れ
、地
域
情
報
化
の
基
幹
と
な
る

「
ぶ
ん
ご
お
お
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
」が
開
局
し
、電
子
化
・
オ
ン
ラ

イ
ン
化
の
環
境
が
整
っ
た
こ
と
か

ら
、行
政
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は

も
と
よ
り
、福
祉
・
医
療
・
教
育
等

の
分
野
に
お
い
て
も
さ
ら
な
る
可

能
性
と
飛
躍
が
期
待
で
き
る
条
件

が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、農
業

経
営
を
目
指
す
研
修
生
を
受
け
入

れ
、西
日
本
一
の
産
地
を
誇
る
夏
秋

ピ
ー
マ
ン
を
主
と
し
た
農
業
起
業

者
を
育
成
す
る
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

シ
ョ
ン
フ
ァ
ー
ム
事
業
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
る
な
ど
、実
効
性
の
あ
る
力

強
い
農
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。そ
の
ほ
か
に
も
、市
役
所
・

消
防
新
庁
舎
の
建
設
、コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
・
あ
い
の
り
タ
ク
シ
ー

の
全
域
的
な
運
行
、合
併
後
初
と
な

る
豊
後
大
野
市
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

の
開
催
等
、私
の
市
政
運
営
の
柱
で

あ
る「
豊
後
大
野
市
は
ひ
と
つ
」の

目
標
に
向
け
、市
と
し
て
の
一
体
感

が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、昨
年
の
東
日
本
大
震
災
の

発
生
か
ら
約
1
年
が
経
過
し
、未
だ

被
災
さ
れ
た
多
く
の
方
々
が
迅
速

な
復
旧
・
復
興
に
向
け
て
懸
命
に

努
力
さ
れ
て
い
ま
す
。日
本
中
が
こ

の
大
震
災
に
驚
愕
、悲
嘆
す
る
中

で
、被
災
さ
れ
た
方
々
を
支
え
よ
う

と
す
る
人
々
の
絆
の
尊
さ
を
感
じ

た
特
別
な
1
年
で
し
た
。本
市
に
お

き
ま
し
て
も
、こ
の
こ
と
を
他
人
事

と
は
思
わ
ず
、安
全
と
安
心
は
最
も

重
要
な
生
活
基
盤
で
あ
る
こ
と
の

認
識
を
深
め
な
が
ら
、地
域
防
災
力

を
高
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

◆　
◆　
◆　
◆　
◆　
◆　
◆

　
こ
の
よ
う
な
中
、国
は
少
子
高
齢

化
に
よ
る
人
口
構
造
の
変
化
、非
正

規
労
働
者
の
増
大
等
、社
会
保
障
制

度
を
支
え
る
経
済
情
勢
の
大
き
な

変
化
に
対
応
す
る
た
め
に
、社
会
保

障
と
税
の
一
体
改
革
を
推
し
進
め

て
い
ま
す
。一
方
、高
齢
化
率
が
37
．

3
％
の
本
市
で
は
、国
が
予
測
す
る

40
年
か
ら
50
年
先
の
高
齢
化
社
会

を
す
で
に
迎
え
て
い
る
た
め
、医
療

や
介
護
保
険
制
度
を
安
定
的
で
持

続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
と
し
て

維
持
し
て
い
く
こ
と
が
難
し
い
現

状
に
突
き
当
た
っ
て
お
り
、第
5
期

介
護
保
険
事
業
計
画
期
間
の
標
準

月
額
保
険
料
に
お
い
て
も
大
幅
な

上
昇
が
見
込
ま
れ
ま
し
た
。　

　
そ
こ
で
、介
護
保
険
料
を
少
し
で

も
低
く
抑
え
る
た
め
の
抑
制
策
と

し
て
、こ
れ
ま
で
も
慎
重
に
検
討
し

て
き
ま
し
た
一
般
会
計
か
ら
介
護

保
険
特
別
会
計
へ
の
繰
出
し
を
、平

成
23
年
度
に
実
施
す
る
こ
と
と
し

平成24年度 施政方針

▲未来ある子どもたちに「未来を責任ある形で渡したい」

豊かな自然と文化を未来につなぐやすらぎ交流都市
「豊後大野市活力向上ビジョン」

　3月1日に開会された平成24年第1回豊後大野市議会定
例会において、橋本市長が、平成24年度の市政運営の基
本的な考えや、主要事業の概要など、施政方針を説明し
ましたのでお知らせをします。
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▲インキュベーションファーム事業
　夏秋ピーマン栽培用のビニールハウス作り研修のようす

▲自殺対策事業「こころをつなぐ仲間づくりフォーラム」
　各班に分かれ意見交換を実施

▲本市の行財政改革の内容を説明する行政連絡会の様子

ま
し
た
。こ
の
こ
と
は
、す
べ
て
の

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
が
な
け

れ
ば
で
き
な
い
こ
と
で
あ
り
、同
時

に
、国
に
対
し
て
も
社
会
保
障
制
度

の
抜
本
的
な
見
直
し
を
強
く
要
望

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
今
回
、介
護
保
険
の
基
本
的
理
念

を
具
現
化
す
る
た
め
に
、第
6
期
介

護
保
険
事
業
計
画
期
間
の
最
終
年

度
と
な
る
平
成
29
年
度
ま
で
を
見

据
え
、「
給
付
適
正
化
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
」を
策
定
し
ま
し
た
。こ
の
計
画

は
、介
護
給
付
費
の
適
正
化
、介
護

予
防
や
健
康
づ
く
り
を
積
極
的
に

展
開
し
な
が
ら
、将
来
の
個
人
の
負

担
軽
減
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、市

民
の
だ
れ
も
が
健
康
で
幸
せ
を
実

感
で
き
、笑
顔
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
の
ベ
ー
ス
と
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

◆　
◆　
◆　
◆　
◆　
◆　
◆

　
さ
て
、新
し
く
迎
え
る
平
成
24
年

度
は
、豊
後
大
野
市
が
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
に
お
い
て
躍
動
す
る
年
に
し

た
い
と
考
え
、次
の
3
つ
の
視
点
に

重
き
を
置
い
て
市
政
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

⑴
豊
後
大
野
市
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立

⑵
ぬ
く
も
り
の
あ
る
行
政
の
推
進

⑶
行
革
と
成
長
の
両
立
は
次
世
代

へ
の
責
任

　
本
市
の
豊
か
な
自
然
と
地
域
資

源
を
最
大
限
に
活
用
し
な
が
ら「
豊

後
大
野
市
ブ
ラ
ン
ド
」を
確
立
し
、

市
内
外
に
本
市
の
素
晴
ら
し
さ
を

発
信
す
る
こ
と
で
、「
こ
の
ま
ち
に

住
み
た
い
・
住
ん
で
良
か
っ
た
」と

思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
「
第
2
期
豊
後
大
野
市
行
政
改
革

集
中
改
革
プ
ラ
ン
」に
基
づ
い
た
行

財
政
改
革
と
い
う
大
き
な
ハ
ー
ド

ル
を
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
が
、「
未
来
に
希
望
が
持
て
る

豊
後
大
野
市
づ
く
り
」の
た
め
、市

民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
持
続
可
能
な
財
政
基
盤

の
確
立
に
向
け
努
力
し
、効
果
的
で

効
率
的
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

◆　
◆　
◆　
◆　
◆　
◆　
◆

　
平
成
24
年
度
は
、次
の
6
点
を

政
策
目
標
に
掲
げ
、そ
の
達
成
に

向
け
全
職
員
一
丸
と
な
り
取
り
組

み
ま
す
。

⑴
産
業
の
振
興
に
よ
る

　
　
　
　地
域
経
済
の
活
性
化

①
第
2
次
農
業
振
興
計
画
の
着

実
な
実
施

②
農
産
物
の
産
地
化
・
ブ
ラ
ン

ド
化

③
遊
休
農
地
対
策
、地
力
の
回
復

④
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ァ
ー

ム
等
の
就
農
支
援

⑤
農
業
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

⑥
鳥
獣
被
害
対
策

⑦
畜
産
振
興

⑧
林
業
振
興

⑨
2
0
1
2
全
国
乾
し
い
た
け

振
興
大
会（
第
60
回
全
国
乾

椎
茸
品
評
会
）の
成
功
に
向

け
て

⑩
農
商
工
の
連
携

⑪
雇
用
の
確
保
、創
造

⑫
商
店
街
の
活
性
化

⑬
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
の
設
立

⑭
ジ
オ
パ
ー
ク
の
推
進

⑵
市
民
生
活
の
向
上
と

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

①
飲
料
水
の
安
定
供
給

②
生
活
排
水
の
衛
生
処
理
化
推

進
③
生
活
道
路
、住
宅
の
整
備

④
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
長
寿
命
化

⑤
葬
斎
場
の
整
備

⑥
小
規
模
集
落
対
策

⑦
男
女
共
同
参
画
の
推
進

⑧
芸
術
文
化
の
振
興

⑨
市
民
の
た
め
の
新
庁
舎

⑶
健
康
で
元
気
な
長
寿
社
会
づ
く
り

①
節
目
検
診
の
実
施

②
母
子
保
健

③
食
育
推
進

④
予
防
接
種

⑤
あ
け
あ
じ
運
動

⑥
自
殺
対
策

⑦
介
護
予
防
の
推
進

⑧
市
民
病
院
の
充
実

⑷
子
育
て
支
援
と
教
育
の
振
興

①
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環

境
づ
く
り

②
教
育
の
充
実

③
青
少
年
健
全
育
成
の
推
進

④
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

⑤
新
中
央
公
民
館
の
活
用

⑥
教
育
施
設
の
充
実
、学
校
耐

震
化

⑦
人
権
教
育
啓
発
の
推
進

⑸
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

①
急
傾
斜
地
対
策
、ハ
ー
ド
面

の
防
災
対
策

②
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

③
交
通
安
全
、防
犯
対
策

④
消
防
体
制
の
充
実

⑤
消
費
者
行
政

⑹
行
財
政
改
革
の
推
進
と

新
自
治
シ
ス
テ
ム
の
構
築

①
第
2
期
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の

推
進

②
公
共
施
設
の
見
直
し

③
補
助
金
の
見
直
し

④
事
務
事
業
評
価
と
予
算
の
連

動（
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
の

実
行
）

⑤
自
治
基
本
条
例
に
基
づ
い
た

自
治
行
政

市
政
運
営
に
当
た
っ
て
の

　
　
　
　
　
　基
本
的
な
考
え
方

　
私
が
平
成
21
年
4
月
か
ら
市
政

運
営
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
き
早
く

も
4
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。市
長
就

任
後
、「
第
1
次
豊
後
大
野
市
総
合

計
画
」に
基
づ
い
た
平
成
21
年
度
施

政
方
針
に
よ
り
、中
学
校
3
年
生
ま

で
の
医
療
費
助
成
制
度
お
よ
び
高

校
生
の
奨
学
金
貸
付
制
度
の
創
設
、

学
校
施
設
耐
震
化
の
早
期
実
施
、市

職
員
に
よ
る
地
域
担
当
職
員
制
度

の
導
入
等
を
行
い
、私
の
政
治
信
条

で
あ
る「
1
メ
ー
ト
ル
か
ら
の
民
主

主
義
」を
基
本
に
、多
く
の
方
々
と

真
摯
に
対
話
を
重
ね
相
互
理
解
を

深
め
な
が
ら
、愛
す
る
豊
後
大
野
市

の
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け

て
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。

◆　
◆　
◆　
◆　
◆　
◆　
◆

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、高
速

情
報
通
信
網
が
市
内
全
域
に
整
備

さ
れ
、地
域
情
報
化
の
基
幹
と
な
る

「
ぶ
ん
ご
お
お
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
」が
開
局
し
、電
子
化
・
オ
ン
ラ

イ
ン
化
の
環
境
が
整
っ
た
こ
と
か

ら
、行
政
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は

も
と
よ
り
、福
祉
・
医
療
・
教
育
等

の
分
野
に
お
い
て
も
さ
ら
な
る
可

能
性
と
飛
躍
が
期
待
で
き
る
条
件

が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、農
業

経
営
を
目
指
す
研
修
生
を
受
け
入

れ
、西
日
本
一
の
産
地
を
誇
る
夏
秋

ピ
ー
マ
ン
を
主
と
し
た
農
業
起
業

者
を
育
成
す
る
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

シ
ョ
ン
フ
ァ
ー
ム
事
業
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
る
な
ど
、実
効
性
の
あ
る
力

強
い
農
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。そ
の
ほ
か
に
も
、市
役
所
・

消
防
新
庁
舎
の
建
設
、コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
・
あ
い
の
り
タ
ク
シ
ー

の
全
域
的
な
運
行
、合
併
後
初
と
な

る
豊
後
大
野
市
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

の
開
催
等
、私
の
市
政
運
営
の
柱
で

あ
る「
豊
後
大
野
市
は
ひ
と
つ
」の

目
標
に
向
け
、市
と
し
て
の
一
体
感

が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、昨
年
の
東
日
本
大
震
災
の

発
生
か
ら
約
1
年
が
経
過
し
、未
だ

被
災
さ
れ
た
多
く
の
方
々
が
迅
速

な
復
旧
・
復
興
に
向
け
て
懸
命
に

努
力
さ
れ
て
い
ま
す
。日
本
中
が
こ

の
大
震
災
に
驚
愕
、悲
嘆
す
る
中

で
、被
災
さ
れ
た
方
々
を
支
え
よ
う

と
す
る
人
々
の
絆
の
尊
さ
を
感
じ

た
特
別
な
1
年
で
し
た
。本
市
に
お

き
ま
し
て
も
、こ
の
こ
と
を
他
人
事

と
は
思
わ
ず
、安
全
と
安
心
は
最
も

重
要
な
生
活
基
盤
で
あ
る
こ
と
の

認
識
を
深
め
な
が
ら
、地
域
防
災
力

を
高
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

◆　
◆　
◆　
◆　
◆　
◆　
◆

　
こ
の
よ
う
な
中
、国
は
少
子
高
齢

化
に
よ
る
人
口
構
造
の
変
化
、非
正

規
労
働
者
の
増
大
等
、社
会
保
障
制

度
を
支
え
る
経
済
情
勢
の
大
き
な

変
化
に
対
応
す
る
た
め
に
、社
会
保

障
と
税
の
一
体
改
革
を
推
し
進
め

て
い
ま
す
。一
方
、高
齢
化
率
が
37
．

3
％
の
本
市
で
は
、国
が
予
測
す
る

40
年
か
ら
50
年
先
の
高
齢
化
社
会

を
す
で
に
迎
え
て
い
る
た
め
、医
療

や
介
護
保
険
制
度
を
安
定
的
で
持

続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
と
し
て

維
持
し
て
い
く
こ
と
が
難
し
い
現

状
に
突
き
当
た
っ
て
お
り
、第
5
期

介
護
保
険
事
業
計
画
期
間
の
標
準

月
額
保
険
料
に
お
い
て
も
大
幅
な

上
昇
が
見
込
ま
れ
ま
し
た
。　

　
そ
こ
で
、介
護
保
険
料
を
少
し
で

も
低
く
抑
え
る
た
め
の
抑
制
策
と

し
て
、こ
れ
ま
で
も
慎
重
に
検
討
し

て
き
ま
し
た
一
般
会
計
か
ら
介
護

保
険
特
別
会
計
へ
の
繰
出
し
を
、平

成
23
年
度
に
実
施
す
る
こ
と
と
し

平成24年度 施政方針
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私
た
ち
は
、
ど
れ
く
ら
い
知
っ

て
い
た
で
し
ょ
う
。
当
た
り
前
に

日
々
の
暮
ら
し
を
営
ん
で
い
る
大

地
が
、
約
9
万
年
前
の
阿
蘇
山
噴

火
に
よ
る
大
火
砕
流
が
堆
積
し
て

で
き
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
。
そ

し
て
、
今
も
な
お
、
自
然
と
長
い

歴
史
が
作
り
出
し
た
雄
大
な
景
観

に
包
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
。

　

温
泉
大
国
「
大
分
県
」
に
あ
り

な
が
ら
温
泉
は
な
い
、
大
型
観
光

バ
ス
が
連
日
つ
め
か
け
る
よ
う
な

観
光
施
設
も
な
い
な
ど
、
本
市
の

観
光
を
取
り
巻
く
課
題
を
考
え
た

と
き
、
「
豊
後
大
野
市
に
は
何
も

な
い
」
と
い
っ
た
声
を
聞
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

自
分
の
生
ま
れ
育
っ
た
地
域
に

ど
の
よ
う
な
歴
史
が
あ
る
の
か
、

ど
の
よ
う
な
価
値
が
あ
る
の
か
、

私
た
ち
は
、
ど
れ
く
ら
い
知
っ
て

い
た
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
こ
に
住
む
人
が
地
域
を
愛

し
、
地
域
に
誇
り
を
持
ち
、
そ
こ

で
暮
ら
し
た
い
、
暮
ら
し
続
け
た

い
と
思
え
な
い
よ
う
な
と
こ
ろ

に
、
ほ
か
の
地
域
の
方
が
、
魅
力

を
感
じ
る
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
本
市
は
大
分
県
と
共
同

で
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定
に

向
け
名
乗
り
を
上
げ
、
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
と
は
、
火
山
活
動

な
ど
の
地
球
活
動
が
も
た
ら
し
た

地
形
、
地
層
、
岩
石
と
い
っ
た
地

質
を
保
全
し
、
地
域
振
興
や
防
災

教
育
な
ど
に
活
用
す
る
公
園
の
こ

と
で
す
。

　

こ
れ
だ
け
の
自
然
遺
産
と
歴
史

遺
産
が
存
在
し
、
そ
れ
が
暮
ら
し

や
文
化
に
現
れ
て
い
る
豊
後
大
野

市
。
　

そ
こ
に
、
ジ
オ
＝
地
形
と
い
う

フ
ィ
ル
タ
ー
を
か
け
る
と
、
私
た

ち
の
ふ
る
さ
と
に
ひ
と
つ
の
大
き

な
流
れ
、
物
語
が
あ
る
こ
と
に
気

付
き
ま
す
。

　

本
市
は
、
平
成
24
年
度
、
25
年

度
に
か
け
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に

認
定
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
が
、
こ
れ
は
単

に
、
観
光
資
源
を
主
に
経
済
的
効

果
を
計
る
こ
と
だ
け
が
目
的
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
に
住
む
人
が

自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
の
価
値

を
見
出
し
、
誇
り
を
持
っ
て
も
ら

う
こ
と
、
そ
し
て
地
域
づ
く
り
の

一
環
、
「
豊
後
大
野
市
は
ひ
と

つ
」
と
い
う
一
体
感
に
つ
な
が
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
そ
ん
な
身
近
な

豊
後
大
野
の
「
大
地
の
物
語
」
を

一
部
で
は
あ
り
ま
す
が
紹
介
し
ま

す
。
　

さ
ぁ
、
物
語
を
ひ
も
解
い
て
み

ま
し
ょ
う
。

お
よ
そ
9
万
年
前
に
起
き
た
阿
蘇
山
の
大
噴
火

そ
の
時
発
生
し
た
大
火
砕
流
は
、
と
う
て
い
人
の
想
像
が
及
ぶ
よ
う
な
も
の
で
は
な
く

我
々
の
住
む
こ
の
地
域
す
べ
て
が
覆
わ
れ
て
し
ま
っ
た

そ
し
て
、
一
面
を
覆
い
尽
く
し
た
火
砕
流
は
冷
え
て
固
ま
り

阿
蘇
溶
結
凝
灰
岩
と
な
っ
て
豊
後
大
野
の
基
と
な
っ
た

時
は
流
れ

ま
た
あ
ら
た
な
火
山
灰
が
降
り
積
も
り

土
を
つ
く
り

ふ
た
た
び
川
が
流
れ
は
じ
め
る

と
う
と
う
と
流
れ
る
川
は
谷
を
洗
い

岩
盤
を
削
り
断
崖
を
な
す

ボ
ロ
ボ
ロ
と
崩
れ
る
川
底
は
深
い
峡
谷
を
作
り
所
々
に
巨
大
な
滝
を
つ
く
っ
た

火
砕
流
に
見
ま
わ
れ
た
直
後

何
も
か
も
が
死
に
絶
え
た
か
に
み
え
た
こ
の
大
地

途
方
も
な
い
時
間
が
流
れ
、
刻
々
と
地
形
は
変
わ
り

生
き
物
が
戻
り

我
々
の
祖
先
が
住
み
始
め
た

豊
後
大
野
の
「
大
地
の
物
語
」

こ
の
大
火
砕
流
が
残
し
た
凝
灰
岩
と
そ
こ
に
流
れ
る
川
が
生
み
出
し
た

険
し
く
も
や
さ
し
い
大
地

そ
の
大
地
に
挑
み
、
抱
か
れ
、
と
も
に
生
き
て
き
た
物
語

そ
の
物
語
は
、
身
の
回
り
に
た
た
ず
む
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
に

隠
さ
れ
て
い
る
…

お
よ
そ
9
万
年
前
に
起
き
た
阿
蘇
山
の
大
噴
火

そ
の
時
発
生
し
た
大
火
砕
流
は
、
と
う
て
い
人
の
想
像
が
及
ぶ
よ
う
な
も
の
で
は
な
く

我
々
の
住
む
こ
の
地
域
す
べ
て
が
覆
わ
れ
て
し
ま
っ
た

そ
し
て
、
一
面
を
覆
い
尽
く
し
た
火
砕
流
は
冷
え
て
固
ま
り

阿
蘇
溶
結
凝
灰
岩
と
な
っ
て
豊
後
大
野
の
基
と
な
っ
た

時
は
流
れ

ま
た
あ
ら
た
な
火
山
灰
が
降
り
積
も
り

土
を
つ
く
り

ふ
た
た
び
川
が
流
れ
は
じ
め
る

と
う
と
う
と
流
れ
る
川
は
谷
を
洗
い

岩
盤
を
削
り
断
崖
を
な
す

ボ
ロ
ボ
ロ
と
崩
れ
る
川
底
は
深
い
峡
谷
を
作
り
所
々
に
巨
大
な
滝
を
つ
く
っ
た

火
砕
流
に
見
ま
わ
れ
た
直
後

何
も
か
も
が
死
に
絶
え
た
か
に
み
え
た
こ
の
大
地

途
方
も
な
い
時
間
が
流
れ
、
刻
々
と
地
形
は
変
わ
り

生
き
物
が
戻
り

我
々
の
祖
先
が
住
み
始
め
た

豊
後
大
野
の
「
大
地
の
物
語
」

こ
の
大
火
砕
流
が
残
し
た
凝
灰
岩
と
そ
こ
に
流
れ
る
川
が
生
み
出
し
た

険
し
く
も
や
さ
し
い
大
地

そ
の
大
地
に
挑
み
、
抱
か
れ
、
と
も
に
生
き
て
き
た
物
語

そ
の
物
語
は
、
身
の
回
り
に
た
た
ず
む
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
に

隠
さ
れ
て
い
る
…

Bungo-ohno earth story
＝豊後大野の「大地の物語」＝
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私
た
ち
は
、
ど
れ
く
ら
い
知
っ

て
い
た
で
し
ょ
う
。
当
た
り
前
に

日
々
の
暮
ら
し
を
営
ん
で
い
る
大

地
が
、
約
9
万
年
前
の
阿
蘇
山
噴

火
に
よ
る
大
火
砕
流
が
堆
積
し
て

で
き
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
。
そ

し
て
、
今
も
な
お
、
自
然
と
長
い

歴
史
が
作
り
出
し
た
雄
大
な
景
観

に
包
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
。

　

温
泉
大
国
「
大
分
県
」
に
あ
り

な
が
ら
温
泉
は
な
い
、
大
型
観
光

バ
ス
が
連
日
つ
め
か
け
る
よ
う
な

観
光
施
設
も
な
い
な
ど
、
本
市
の

観
光
を
取
り
巻
く
課
題
を
考
え
た

と
き
、
「
豊
後
大
野
市
に
は
何
も

な
い
」
と
い
っ
た
声
を
聞
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

自
分
の
生
ま
れ
育
っ
た
地
域
に

ど
の
よ
う
な
歴
史
が
あ
る
の
か
、

ど
の
よ
う
な
価
値
が
あ
る
の
か
、

私
た
ち
は
、
ど
れ
く
ら
い
知
っ
て

い
た
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
こ
に
住
む
人
が
地
域
を
愛

し
、
地
域
に
誇
り
を
持
ち
、
そ
こ

で
暮
ら
し
た
い
、
暮
ら
し
続
け
た

い
と
思
え
な
い
よ
う
な
と
こ
ろ

に
、
ほ
か
の
地
域
の
方
が
、
魅
力

を
感
じ
る
は
ず
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
本
市
は
大
分
県
と
共
同

で
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定
に

向
け
名
乗
り
を
上
げ
、
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
と
は
、
火
山
活
動

な
ど
の
地
球
活
動
が
も
た
ら
し
た

地
形
、
地
層
、
岩
石
と
い
っ
た
地

質
を
保
全
し
、
地
域
振
興
や
防
災

教
育
な
ど
に
活
用
す
る
公
園
の
こ

と
で
す
。

　

こ
れ
だ
け
の
自
然
遺
産
と
歴
史

遺
産
が
存
在
し
、
そ
れ
が
暮
ら
し

や
文
化
に
現
れ
て
い
る
豊
後
大
野

市
。
　

そ
こ
に
、
ジ
オ
＝
地
形
と
い
う

フ
ィ
ル
タ
ー
を
か
け
る
と
、
私
た

ち
の
ふ
る
さ
と
に
ひ
と
つ
の
大
き

な
流
れ
、
物
語
が
あ
る
こ
と
に
気

付
き
ま
す
。

　

本
市
は
、
平
成
24
年
度
、
25
年

度
に
か
け
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に

認
定
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
が
、
こ
れ
は
単

に
、
観
光
資
源
を
主
に
経
済
的
効

果
を
計
る
こ
と
だ
け
が
目
的
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
に
住
む
人
が

自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
の
価
値

を
見
出
し
、
誇
り
を
持
っ
て
も
ら

う
こ
と
、
そ
し
て
地
域
づ
く
り
の

一
環
、
「
豊
後
大
野
市
は
ひ
と

つ
」
と
い
う
一
体
感
に
つ
な
が
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
そ
ん
な
身
近
な

豊
後
大
野
の
「
大
地
の
物
語
」
を

一
部
で
は
あ
り
ま
す
が
紹
介
し
ま

す
。
　

さ
ぁ
、
物
語
を
ひ
も
解
い
て
み

ま
し
ょ
う
。

お
よ
そ
9
万
年
前
に
起
き
た
阿
蘇
山
の
大
噴
火

そ
の
時
発
生
し
た
大
火
砕
流
は
、
と
う
て
い
人
の
想
像
が
及
ぶ
よ
う
な
も
の
で
は
な
く

我
々
の
住
む
こ
の
地
域
す
べ
て
が
覆
わ
れ
て
し
ま
っ
た

そ
し
て
、
一
面
を
覆
い
尽
く
し
た
火
砕
流
は
冷
え
て
固
ま
り

阿
蘇
溶
結
凝
灰
岩
と
な
っ
て
豊
後
大
野
の
基
と
な
っ
た

時
は
流
れ

ま
た
あ
ら
た
な
火
山
灰
が
降
り
積
も
り

土
を
つ
く
り

ふ
た
た
び
川
が
流
れ
は
じ
め
る

と
う
と
う
と
流
れ
る
川
は
谷
を
洗
い

岩
盤
を
削
り
断
崖
を
な
す

ボ
ロ
ボ
ロ
と
崩
れ
る
川
底
は
深
い
峡
谷
を
作
り
所
々
に
巨
大
な
滝
を
つ
く
っ
た

火
砕
流
に
見
ま
わ
れ
た
直
後

何
も
か
も
が
死
に
絶
え
た
か
に
み
え
た
こ
の
大
地

途
方
も
な
い
時
間
が
流
れ
、
刻
々
と
地
形
は
変
わ
り

生
き
物
が
戻
り

我
々
の
祖
先
が
住
み
始
め
た

豊
後
大
野
の
「
大
地
の
物
語
」

こ
の
大
火
砕
流
が
残
し
た
凝
灰
岩
と
そ
こ
に
流
れ
る
川
が
生
み
出
し
た

険
し
く
も
や
さ
し
い
大
地

そ
の
大
地
に
挑
み
、
抱
か
れ
、
と
も
に
生
き
て
き
た
物
語

そ
の
物
語
は
、
身
の
回
り
に
た
た
ず
む
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
に

隠
さ
れ
て
い
る
…

お
よ
そ
9
万
年
前
に
起
き
た
阿
蘇
山
の
大
噴
火

そ
の
時
発
生
し
た
大
火
砕
流
は
、
と
う
て
い
人
の
想
像
が
及
ぶ
よ
う
な
も
の
で
は
な
く

我
々
の
住
む
こ
の
地
域
す
べ
て
が
覆
わ
れ
て
し
ま
っ
た

そ
し
て
、
一
面
を
覆
い
尽
く
し
た
火
砕
流
は
冷
え
て
固
ま
り

阿
蘇
溶
結
凝
灰
岩
と
な
っ
て
豊
後
大
野
の
基
と
な
っ
た

時
は
流
れ

ま
た
あ
ら
た
な
火
山
灰
が
降
り
積
も
り

土
を
つ
く
り

ふ
た
た
び
川
が
流
れ
は
じ
め
る

と
う
と
う
と
流
れ
る
川
は
谷
を
洗
い

岩
盤
を
削
り
断
崖
を
な
す

ボ
ロ
ボ
ロ
と
崩
れ
る
川
底
は
深
い
峡
谷
を
作
り
所
々
に
巨
大
な
滝
を
つ
く
っ
た

火
砕
流
に
見
ま
わ
れ
た
直
後

何
も
か
も
が
死
に
絶
え
た
か
に
み
え
た
こ
の
大
地

途
方
も
な
い
時
間
が
流
れ
、
刻
々
と
地
形
は
変
わ
り

生
き
物
が
戻
り

我
々
の
祖
先
が
住
み
始
め
た

豊
後
大
野
の
「
大
地
の
物
語
」

こ
の
大
火
砕
流
が
残
し
た
凝
灰
岩
と
そ
こ
に
流
れ
る
川
が
生
み
出
し
た

険
し
く
も
や
さ
し
い
大
地

そ
の
大
地
に
挑
み
、
抱
か
れ
、
と
も
に
生
き
て
き
た
物
語

そ
の
物
語
は
、
身
の
回
り
に
た
た
ず
む
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
に

隠
さ
れ
て
い
る
…

ジオパークと観光のまちづくり

見つめなおしてみませんか　私たちの　足もと
特集
見つめなおしてみませんか　私たちの　足もと

「この遺産、この地質遺産、この地球遺産」

※
阿
蘇
溶
結
凝
灰
岩

　

阿
蘇
山
の
大
規
模
噴
火
に
よ
り
流
れ

出
た
火
砕
流
が
自
ら
の
熱
と
重
み
で
凝

縮
し
冷
え
て
固
ま
っ
た
岩
。

　

27
万
年
前
を
は
じ
め
と
し
て
、計
４
回

の
火
砕
流
が
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、特
に

４
回
目
の
噴
火
に
伴
う
火
砕
流

（
A
s
o
―
4
）は
規
模
が
大
き
く
、北
部

九
州
は
お
ろ
か
、秋
吉
台（
山
口
県
）に
ま

で
到
達
し
た
と
い
う
。

　

も
ち
ろ
ん
阿
蘇
の
す
ぐ
東
に
位
置
す

る
豊
後
大
野
市
は
、こ
の
時
、そ
の
ほ
と

ん
ど
が
火
砕
流
に
覆
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。

市報 ぶんごおおの 2012.４7



　

豊
後
大
野
市
の
各
地
に
、
渓
谷
、
滝
、
疎
水
、
石
仏
、
そ
し
て
石
橋
な
ど
の
自
然
・
文

化
遺
産
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
遺
産
は
、
ほ
か
の
大
観
光
地
と
比
べ
、
た
し
か
に
小
さ
く
控
え
め
で
す

が
、
極
め
て
希
有
な
存
在
で
あ
り
独
特
な
輝
き
を
放
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
こ
れ
ら
の
遺
産
は
、
豊
後
大
野
の
複
雑
な
地
形
、
険
し
く
も
や
さ
し
い
地
形
や

水
に
よ
る
産
物
。

　

す
な
わ
ち
、
す
べ
て
の
遺
産
の
物
語
は
、
す
べ
て
我
々
の
足
も
と
に
あ
る
ジ
オ
＝
地

形
・
地
質
に
帰
結
す
る
の
で
す
。

雄
大
な
時
間
と
自
然
、そ
し
て
先
人
が
つ
く
り
あ
げ
た
遺
産

雄
大
な
時
間
と
自
然
、そ
し
て
先
人
が
つ
く
り
あ
げ
た
遺
産

私
た
ち
の

ま
わ
り
の

私
た
ち
の

ま
わ
り
の「
大
地
の
物
語
」

「
大
地
の
物
語
」

太古のままの大地

尾 平
　祖母・傾の山々は急
峻であるがために阿蘇
火砕流に覆われること
はありませんでした。
　そのため古い地質が
地表近くに残されてお
り、それらを観察する
に適した土地となって
います。また、さまざまな鉱物や美晶を含むため世界的にも有名な鉱石産出地として
知られ、このことは大規模な鉱山が開発されたことでも証明されています。

見上げる壁、迫る大地

滞迫峡
　阿蘇溶結凝灰岩の特質
の一つに、縦に亀裂が走
る柱状節理があります。
　この柱状節理が見事に
見える場所が滞迫峡で
す。のけぞるほど深い谷
に並ぶ凝灰岩はまるで人
工構造物かと思えるほど
整然としており、その景
観はまるで巨大なカーテ
ンのようです。
　溶結凝灰岩とはなんで
あるかを肌で感じること
のできる場所です。

知恵と努力により
　　　　克服された地形

緒方下井路
　市内にある川の多くは底が深く浸食され
ているため、その水を取ることは困難でし
た。平らな土地はあるのに水がない…
　そこで人々は、高所から人為的に水を運
んで田を開く井路を開発します。
　原尻の滝のすぐ上にある緒方下井路は、
平安時代末期には開削されていたと考えら
れており、その滝の高低差を活用して開か
れた水路は4㎞ほど先の井上平野まで延び
ています。

びしょう

い　ろ

かいさく

ようけつあ      そ ぎょうかいがん

ちゅうじょうせつり

お びら

たい ざこ きょう

お がた しも い ろ
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当たり前に眺めていた特異な景観

原尻の滝・沈堕の滝
　縦方向に割れやすいという特質をもつ阿蘇溶
結凝灰岩は、大野川とその支流に大きな滝を形
成しました。
　原尻の滝は、緒方平野を流れる緒方川にある
滝で、凝灰岩の河床を滑る水は平野の中で突如として滝となり、国内でも有数の景勝地として知られてき
ました。
　また、沈堕の滝は大河大野川がすべり落ちる大瀑布で、その雄大な姿から古来より名勝として讃えられ
てきました。そしてこの滝の落差は発電にも利用されており、今も人々の生活を支えるエネルギーを生み
出しています。

　大正から昭和初期に架橋された大規模な石橋。
　轟橋のアーチ径間は国内最大であり、並び立つ出会橋は
それに次ぐ規模となっています。
　先に完成した出会橋は、轟橋ができるまでもちろん最大
のアーチ径間でしたが、深い峡谷によって分断された土地
をつないだことから「出会橋」と命名されました。
　一方、日本一の轟橋は国有林からの伐採樹木を運び出す
鉄道軌道として整備されており、豊後大野市の近代化を物
語る遺産としても重要です。
　また、轟橋の眼前に見える杓子岩は、溶結凝灰岩の冷結
を示すかっこうの標本であり、大地の動きを感じられる場
所となっています。

人と自然が出会う場所

轟・出会橋・杓子岩

　石風呂とは、一晩焼いて熱した岩室に石菖と
いう薬草を敷き詰め、そこから出る蒸気を浴び
るスチームサウナのようなものです。
　辻河原には、緒方川の蛇行により削られてで
きた弱溶結の凝灰岩が一枚の壁となっており、
その岩肌に岩室を掘り込んで作られています。
　凝灰岩が持つ優しい熱と石菖から出る薬効は
神経痛などに効くといわれ、まさに岩に包まれ
た癒しの空間となっています。

岩に包まれて癒しをえる

辻河原石風呂

　深い渓谷は人々の移動を妨げる大きな障がいでした。しか
し江戸時代からはアーチ式の石橋を造る技術が入り、各所で
架橋されていきます。建設には莫大な資金が必要でしたが、
人々の熱意はこれを克服し世紀を越えてなお現役という堅牢
な橋を多く産みだし、いまも存在しています。
　なかでも虹澗橋は市内で最も古い石橋で、江戸時代の終わ
りに架橋された橋。その名には谷を渡る虹という意味があり
先人たちの想いが込められています。

　深い渓谷は人々の移動を妨げる大きな障がいでした。しか
し江戸時代からはアーチ式の石橋を造る技術が入り、各所で
架橋されていきます。建設には莫大な資金が必要でしたが、
人々の熱意はこれを克服し世紀を越えてなお現役という堅牢
な橋を多く産みだし、いまも存在しています。
　なかでも虹澗橋は市内で最も古い石橋で、江戸時代の終わ
りに架橋された橋。その名には谷を渡る虹という意味があり
先人たちの想いが込められています。

ハンディを乗り越える架け橋ハンディを乗り越える架け橋

虹澗橋

あ　そ よう

けつぎょうかいがん

かしょう

だいばくふ

けんろう

とどろばし

つじ

とどろ しゃくしで あい ばし いわ

こう かん きょう

が わら いし ぶ ろ

であい

しゃくし

きょうこく

ようけつぎょうかいがん れいけついわ

ばし

いわむろ

じゃくようけつ

せきしょう

こうかんきょう

はら じり だ たきたき ちん
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巨大石仏を産んだのは巨大な岩壁だった

普光寺磨崖仏
　鎌倉時代の作とされる不動明王像。
　普光寺境内にある巨大な凝灰岩の岸壁を選んでつくら
れ、その像高は8m超、県内でも最大級、国内でも屈指の大
きさを誇ります。
　主尊である不動明王は右手に利剣、左に羂索を握る坐像
で、その両脇に矜羯羅童子、制多迦童子を従えています。
　長年風雨でさらされてきたからか全体が摩滅し丸みを帯
び、本来であれば憤怒の形相である不動様ですが、どこか
優しさが感じられます。

古い地質と凝灰岩を
巧みに使った港

犬飼港
　犬飼町は江戸時代より川港として
栄えた町です。
　内陸部にあった岡藩は荷物の搬送
の便を図るため、この地に港を開き
参勤交代や荷の積み卸しをする町と
して整備をしました。その名残とい
われているのが大野川河川敷に見ら
れる犬飼港跡です。
　この施設はデコボコとした大野川
層群の上に凝灰岩の割石を積んで、
石畳のように整えられています。ま
た、一カ所、別な地点にも同様の施
設があったことが残された絵図から
わかっています。

江内戸の景
　道の駅みえから一望できる、
大野川の流れ。右手が千歳町柴
山、左手が三重町宇対瀬となり
ます。その両岸には大野川の蛇
行や土地の隆起によってうまれ
た河岸段丘が見え、豊後大野を
代表する風景として人々から愛されています。

良質な岩だからこそ産まれた
いにしえの芸術

菅尾石仏
　平安時代末期、阿蘇溶結凝灰岩
の岩壁に刻まれた石仏で、向かっ
て左から千手観音・薬師如来・阿
弥陀如来・十一面観音と毘沙門天
立像の五仏が見られます。
　非常に良質な凝灰岩を選んで彫
り込まれており、円満相と呼ばれ
る丸くふくよかな尊顔と豪快な鑿
痕が、磨崖彫刻の醍醐味を如実に
現しています。
　そのいきいきとして立体的な彫
り口とその完成度の高さから美術
品としての価値も高く、国の史跡
並びに彫刻として重要文化財との
二重指定を受けています。

日本の原風景がそこにある

※今回、紹介した場所はほんのごく一部です。
　市内にはほかにも多くの自然遺産・文化遺産が存在しています

こんがら

ふんぬ ぎょうそう

せんじゅかん

じゅういちめんかんのんみ  だ にょらい

やくしにょらい

さんきんこうたい

おおの

そうぐん わりいし
にょじつ

りゅうき

がわ

のん

もんしゃ てん

りゅうぞう

えんまんそう

のみ

あと だいご みまがい

うたい ぜ

ちょうこく

そんがん

あ

び

どうじ せいたか

りけん

ぞうこう

けんさく ざぞう

どうじ

まめつ

え ない ど けい

ふ こう じ ま

すが お せき
いぬ かい こう

ぶつ

がい ぶつ
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ジ
オ
パ
ー
ク
は
団
子
を
結
ぶ
串
の
よ
う
な
も
の

豊
後
大
野
の
価
値
、魅
力
を

イ
メ
ー
ジ
化
さ
せ
る
有
効
な
手
段

豊
後
大
野
の
強
点
と
弱
点

李
　有
師
　さ
ん
に
聞
く

　

7
年
前
の
町
村
合
併
に
よ
っ
て

生
ま
れ
た
豊
後
大
野
市
。
7
つ
の

町
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
と
て
も
魅

力
的
な
観
光
資
源
が
あ
る
。
そ
れ

を
団
子
に
例
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

一
つ
一
つ
の
団
子
は
、
と
て
も
輝

き
、
と
て
も
お
い
し
そ
う
。
し
か

し
、
せ
っ
か
く
お
い
し
い
団
子
が

た
く
さ
ん
あ
る
の
に
、
商
品
と
し

て
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
（
包
装
）
や
Ｐ

Ｒ
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
結
局
、

外
か
ら
来
た
観
光
客
に
豊
後
大
野

の
感
想
を
聞
く
と
「
何
か
よ
く
わ

か
ら
な
い
ま
ち
」
、
印
象
に
残
ら

な
い
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で

す
。
　　

観
光
客
は
、
豊
後
大
野
市
の
近

隣
の
地
域
で
観
光
を
終
え
た
帰
路

に
道
の
駅
に
立
ち
寄
っ
た
り
、
ト

イ
レ
休
憩
を
し
た
り
、
ま
さ
に

「
つ
ま
み
食
い
の
ま
ち
」
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　　

そ
ろ
そ
ろ
豊
後
大
野
と
し
て
何

を
売
り
出
し
て
い
く
の
か
。
豊
後

大
野
の
価
値
と
い
う
も
の
を
行

政
、
市
民
一
丸
と
な
っ
て
考
え
る

時
期
が
き
た
の
で
は
な
い
か
。

今
、
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
、
今

後
、
豊
後
大
野
市
は
観
光
面
で
売

り
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
永
遠
に

「
つ
ま
み
食
い
の
ま
ち
」
と
な
っ

て
し
ま
う
の
で
す
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
と
い
っ
た
も
の

は
、
豊
後
大
野
の
そ
れ
ぞ
れ
の
魅

力
を
見
出
す
格
好
の
手
段
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
に
輝
く
団
子
を
結
び

つ
け
る
串
の
よ
う
な
も
の
。
豊
後

大
野
の
観
光
価
値
や
魅
力
を
イ

メ
ー
ジ
化
さ
せ
る
有
効
的
な
手
段

と
い
え
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
行
政
だ
け
で

は
な
く
、
豊
後
大
野
に
住
む
人
々

の
情
熱
が
観
光
客
に
伝
わ
る
こ
と

も
必
要
。
住
民
一
丸
と
な
っ
て
、

豊
後
大
野
市
が
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク

に
認
定
さ
れ
、
い
ず
れ
は
、
世
界

ジ
オ
パ
ー
ク
に
も
。
今
、
魅
力
＝

団
子
が
ひ
と
つ
に
な
る
チ
ャ
ン
ス

な
の
で
す
。※
取
材
日（
3
月
1
、2
日
）

　今
後
も
、
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
に

向
け
て
の
取
り
組
み
は
随
時
お
知

ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

　昨
年
の
11
月
19
日
に
エ
イ
ト
ピ
ア
お
お
の
で
開
催
さ
れ
た
豊
後
大
野
ジ
オ
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
。
そ
の
際
、
基
調
講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
ご
協
力
い
た

だ
い
た
、
李
有
師
さ
ん
に
再
度
、
本
市
の
観
光
ま
ち
づ
く
り
、
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定

へ
向
け
て
の
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
で
、
そ

の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

問い合わせ先 商工観光課　観光振興係　☎0974-22-1001（内線2409）
市内無料電話 9-22-1001（内線2409）

・ものがたり観光行動学会　専務理事
・大阪千代田短期大学総合コミュニケー
ション学科　准教授

李　有師 さん

◀3月2日、三重
農村環境改
善センターに
て行われた観
光まちづくり
セミナー。李
さんの説明に
真剣に聞き入
る参加者の皆
さんです。

り

ゆ
う
じ
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▲５法人の代表との調印式の様子

問い合わせ先 まちづくり推進課　地域振興係　☎0974-22-1001（内線2063）
市内無料電話 9-22-1001（内線2063）

問い合わせ先 社会福祉課　福祉障がい支援係　☎0974-22-1001（内線2112）
市内無料電話 9－22－1001（内線2112）

　（財）自治総合センターの一般コミュニティ助成事業を活用し、大野町片島御輿保存会（代表　菅久さん）が御神
輿を、大野町佐渕・木浦畑獅子舞保存会（代表　羽田野英明さん）が獅子舞の道具を購入しました。

※コミュニティ助成事業は、（財）自治総合センターが宝くじの売り上げ収益金を活用して、市町村・コミュニティ
組織（自治会等）の地域活動に対し、助成を行うものです。

　上津神社で行われる上津神社大祭、夏祭り、
秋祭りの際には、地区内外の多くの住民が集
い、神社境内外を練り歩く御神輿担ぎは、祭り
を盛り上げ、住民の交流と賑わいの場となって
います。

　佐渕・木浦畑獅子舞は、
弘化2年（1845年）に千歳
村高畑より伝授されたこと
を機に創始されました。佐
渕・木浦畑の住民により守
り伝えられ、上津神社に五
穀豊穣、疫病退除等の祈願
を願って奉納されていま
す。現在、会員23名により、
上津神社大祭をはじめ、奥
豊後沈堕の滝雪舟祭り、地
域のお祝いごとを中心とし
た活動を行っています。

◆福祉避難所とは
　大規模災害が発生した場合、一般の指定された避難所
での避難生活において、何らかの配慮を必要とされる人
（高齢者、障がい者、妊産婦、乳幼児など）のために開設す
る避難所のことです。
　3月9日に「福祉避難所に関する協定書」の調印式が行
われ、市内の5法人19施設を「福祉避難所」として指定し
ました。
◆協定を結んだ５社会福祉法人
紫雲会・任運社・偕生会・萌葱の郷・市社会福祉協議会

災害発生時に備え「福祉避難所」を指定しました

大野町片島御輿保存会 佐渕・木浦畑
獅子舞保存会

伝え守ろう！地域の誇りと文化

三重町本城

緒方町馬場

大野町田中
緒方町馬場
朝地町朝地
犬飼町田原
犬飼町下津尾
三重町玉田
清川町砂田
緒方町馬場
緒方町上冬原
緒方町馬背畑
朝地町朝地
朝地町坪泉
千歳町新殿
犬飼町田原

所 在 地施　設　名
特別養護老人ホーム　紫雲荘
盲養護老人ホーム　三国寮
障害者支援施設　本城苑

特別養護老人ホーム　任運荘
デイサービスセンターなごみ塾
総合福祉センター偕生園
養護老人ホーム常楽荘
あさぢ偕生園
いぬかい偕生園
障がい者支援施設めぶき園
豊後大野市三重農村環境改善センター
デイサービスセンターみつば苑
豊後大野市緒方すこやかセンター
デイサービスセンター悠々
豊後大野市総合福祉センターやまびこ
豊後大野市朝地憩いの村
豊後大野市朝地総合福祉センター
デイサービスセンター創寿苑
デイサービスセンターあけぼの荘
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た
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さ
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ベ
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そ
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も
、地
域
で
暮
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と
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祐
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害
時
に
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　広
が
る
支
援
の
輪

4月27日（金）17時に電話（119番通報を
含む）を切り替えて新庁舎で業務を開始します。
移転による空白時間などはありませんのでご安心く
ださい

4月27日（金）17時まで現庁舎で業務を行い、5月1日
（火）8時30分から新庁舎で業務を開始します。

郵便番号：879－7125
住　　所：豊後大野市三重町内田2827番地1
電　　話：0974-22-0450 ／ 0974-22-0451

建築面積：1,189.42㎡
　　　　　（庁舎1,147.42㎡・主訓練塔42.00㎡）
建築延面積：1,791.515㎡
主訓練塔（工作物）：168.00㎡
構　　造：庁舎・鉄筋コンクリート造一部鉄骨造2階建
　　　　　訓練塔・鉄骨造4階建および2階建

平成24年4月27日（金）から
　　　　　消防本部・消防署の庁舎が移転します。

豊後大野市消防本部からのお知らせ

DATA●施設の概要

問い合わせ先 豊後大野市消防本部・総務課　☎0974-22-0450／0974-22-0451

消防署
（火災・救急・救助出動）1階 消防本部2階 各種証明事務・

許認可事務・届出等
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現在ご利用いただける補助金についてご紹介します。
補助金を上手に活用しましょう！！

問い合わせ先 まちづくり推進課　地域振興係　☎0974-22-1001（内線2062）
市内無料電話 9-22-1001（内線2062）および 各支所総務市民課

問い合わせ先 上下水道課　下水道係　☎0974-22-1001（内線2362）
市内無料電話 9-22-1001（内線2362）

　この補助制度は、平成24年度で終了します！
　住宅などから生活排水処理施設（合併処理浄化槽・公共下水道・農業集落排水施設）に新たに接続する場合に、
その要する経費に対して補助金があります。
  補助金額　10万円まで
  補助対象　一般の住宅　小規模店舗等を併設した住宅は、居住部分の面積が2分の1以上必要です。
  　　　　　　　　　　　貸付や販売を目的とした住宅は、補助の対象となりません。
  対象経費　生活排水処理施設に接続するための配管工事、便器の新設・改修等に要する経費
　合併処理浄化槽を設置する場合は、この補助金と合併処理浄化槽の補助金を組み合わせて受けることができます。
　公共下水道や農業集落排水施設の区域内で、まだ施設に接続されていないご家庭は、この機会に接続をご検討く
ださい。
　予算には限りがありますので、お早めにお申し込みください。

生活排水処理施設への接続に補助金があります　生活排水処理施設への接続に補助金があります　

平成24年度
まで実施！

 区　　分 5人槽 6～7人槽 8～10人槽
住宅の新築 166,000円 207,000円 274,000円
住宅の改築 432,000円 514,000円 648,000円

※「住宅の改築」とは、くみ取り便槽や単独処理浄化槽から合併処理浄化槽に転換し、既存の住
宅の全部または一部が残される場合です。また、人槽は住宅の面積などで決められます。

補助金額

対象地域　公共下水道・農業集落排水施設の処理区域外の地域
補助対象　一般の住宅　小規模店舗等を併設した住宅は、居住部分の面積が2分の1以上必要です。
　　　　　　　　　　　貸付や販売を目的とした住宅は、補助の対象となりません。
対象経費　合併処理浄化槽を設置する経費

　合併処理浄化槽は、住宅の台所などから出される生活排水を処理し、川や海などをきれいにするとと
もに、水洗便所を設置することでハエなどの害虫の発生を防ぎ、公衆衛生を向上させる施設です。

　合併処理浄化槽を各ご家庭に設置していただくために、次のとおり補助金があります。

合併処理浄化槽の設置に補助金があります

住環境の向上と定住人口の増加を目的として、個人が施工業者等に依頼し、住宅の整備（住宅
の新築、購入または増改築）をした場合、市が補助を行います。

◆新築・住宅購入－－－事業金額の1％（20万円が限度）
◆増改築工事－－－－－200万円以上の工事で一律5万円補助
※国、県または市から他の補助等を受けている場合は、事業金額から
その対象経費を除きます。
⇒施工業者（住宅販売業者等）と契約をしてから1年以内でかつ事業が
完成し、引渡しを受ける前まで

以下の条件を満たす、市の住民基本台帳または
外国人登録原票に記録され、または登録された住民
1）自分が所有する（または所有する予定の）住宅であること。
※平成25年3月31日までに、自己が所有する、または所有する予定
の住宅に係る住宅新築等事業、または増改築工事の契約を締結し、
平成26年1月31日までに当該住宅の完了引渡しを受ける方であること。

2）本人および世帯全員に市税等の滞納がないこと。
3）公共事業のために立ち退きにあうなどして住宅を移転するものでないこと。
4）家が建ち、補助金を受けた次の年から10年以上引き続き住み続けること。

住宅の新築や増改築に補助金があります

ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
請
は
お
忘
れ
な
く
！

1）対象地域

2）対象者

3）補助金額

4）申請期限

⇒市内全域 これから豊後大野市へ
転入される方も対象です！

補助は
１回限りです。

⇒施工業者（住宅販売業者等）と契約をしてから1年以内でかつ事業が

市のホームページにも掲載しています（様式をダウンロードできます）。
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　豊後大野市では、市民の健康増進と公衆衛生の確保および生
活環境の改善を図るため市内の飲料用水施設の新設に係る費用
の一部を助成しています。
　対象となる飲料用水施設は、「市内居住者の2世帯以上を有す
る地区が共同で設置、運営管理する施設で、公営水道区域外の飲
料用水施設であること」また、「隣接する住家との距離が概ね
100m以上あるため共同で設置・管理することが困難な場合に
おいて、1世帯のみで設置および管理する施設」となっていま
す。
　補助対象としましては、新規の井戸（ボーリングを含む）の掘
削および新規水道施設工事に要する費用とし、1件当たり30万
円以上400万円以下としています。補助率につきましては、共同
設置・管理する施設については、費用額（工事費）の3分の1以内
の補助金とし、共同で設置・管理できない施設については、1件
当たり30万円を限度として補助金を交付します。
　その他、詳細（補助要綱等）につきましては、環境衛生課衛生係
または、各支所総務市民係へご相談ください。

■生ごみ処理容器（コンポスター）給付事業
●手続き
・給付申請（環境衛生課または各支所総務市民係）
・決定通知が届いたら負担金2,500円を納付し指
定日にコンポ
スターを受け
取る。

●給付条件
・申請は設置予定
者が行ってく
ださい。

■電気式生ごみ処理機設置補助事業
電気式生ごみ処理機購入金額の3分の1の額を補助
金として交付する事業です。ただし、千円未満切捨て
で、補助金の上限は2万円です。
●手続き
・補助金交付申請（環境衛生課または各支所総務
市民係）

・決定通知が届いたら処理機を購入し、領収書等
を添付の上、所定の用紙で市に報告。

●補助金交付条件
・補助金の交付は1世帯1回です。
・申請は購入予定者が行ってください。

　家庭ごみの減量化・再資源化を推進するために、生ごみ処理容器（コンポスター）給付事業と、電気式生ごみ処理
機設置補助事業を実施します。

※給付基数、補助件数に限りがありますので、希望される方はお早めに申請ください。

受付開始は4月2日（月）から

飲料用水の渇水対策
【豊後大野市飲料用水施設改善に関する補助事業について】

問い合わせ先 環境衛生課　環境係　☎0974-22-1001（内線2344）
市内無料電話 9-22-1001（内線2344）または各支所総務市民係

問い合わせ先 環境衛生課　衛生係　☎0974-22-1001（内線2342）
市内無料電話 9-22-1001（内線2342）

生ごみ減量化・堆肥化推進事業のお知らせ
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　皆さん、アンニョンハセヨ。国際交流員の金松美（キム・ソ
ンミ）です。3月1日、朝地駅から竹田市街までの「九州オル
レ・奥豊後コース」が公開されました。　オルレとは通りか
ら家の門に通じる狭い道を意味する済州の方言で、「オル
レ？＝来る？」という意味もあります。済州島から始まったオル
レは、徒歩で旅行する人のための道です。2007年9月に1
コースが公開され、現在は、済州全域に19コースがありま
す。このオルレを歩くことによってそのままの済州の自然を
感じることができます。素朴な旅行ではありますが、自然の
中を自分のペースで歩きながら、写真を撮ったり、休んだり
することに魅力があります。

☆　　　☆　　　☆　　　☆　　　☆　　　☆
オルレ道の案内

①青色の矢印は終点までの方向、黄色は始点に戻る方向を
表します。

②青と黄色のリボンも進む道を教えてくれます。

③カンセ標識　－　済州オルレのシンボル
　カンセとは？　怠け者を意味する済州方言カンセダリから
名づけられました。
草原をのろのろ歩く済州の小さい馬にぴったりの言葉です。

④コースのスタート地点にはコースの情報が確認できます。
☆　　　☆　　　☆　　　☆　　　☆　　　☆

九州オルレ・奥豊後コース　「朝地駅－用作公園－普光寺
－岡城址－竹田城下町－豊後竹田駅（約12km）」
　韓国の旅行会社が「九州オルレ・奥豊後コース」の視察
に来た時は、私も同行して歩きました。オルレ特有のリボン
とカンセ標識はまだありませんでしたが、とても素敵なコー
スでした。そして、一緒に歩いた方々とコーヒーを飲み、甘栗
や飴を分けて食べたのも楽しかったので、今月中にまた行っ
てみたいと思っています。
　全コースを歩く必要は無く、カンセのようにのろのろ歩き
ながら、遊んだり、休んだりできれば大成功です。お花見の
季節、気軽く出かけてみてはいかがですか。アスファルトで
ない道を歩くだけでもいい気分になると思います＾＾

※市報で金さんの「韓国日和」をお知らせするのは今
月号が最終号となります。今後はケーブルテレビ
やホームページなどで国際文化の紹介を行ってい
きます。

覚えていただけましたか！
「チャレンジデー2012」を5月30日（水）に開催します！

　チャレンジデーとは毎年5月の最終水曜日の0時から21時までの
間に、「15分以上運動しましょう」という世界中で開催されている参
加型スポーツイベントです。
◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇
◆健康づくり体操‘ぶんどこ節’にチャレンジしませんか！　
　3月の市報等でもお知らせました、健康づくりのための体操‘ぶんどこ
節’をケーブルテレビで3月23日から放送しています。ただし放送枠の空
き時間を利用しますので、毎週放送ができません。ご了承ください。
　ぶんどこ節は軽快なメロディーに乗せて、子どもから高齢者まで楽しく
全身運動ができる、とても良い体操です。特に高齢者の皆さんにお勧めの
体操です。ケーブルテレビの放送を参考に、ぜひ‘チャレンジ’してくださ

い。5月30日（水）当日、皆さん一緒に体操しましょう！
◆オープニングは早朝のラジオ体操や清掃ウォークで！　
　チャレンジデー当日の早朝から、全市一斉のラジオ体操や清掃ウォークを中心とした、オープニングイベントを三重会場は大原総
合グラウンドで6時から、市役所各支所では6時20分から開催します。
　早朝の新鮮で心地良い空気の中、気持ちよくチャレンジデーの1日を始めませんか。
　多くの市民の皆さんの参加をお願いします。
◆ファイナルイベント出場チームを募集します！　
　ファイナルイベントは三重会場と、緒方会場で18時から長縄とび大会を開催します。4月下旬から参加チームの募集を始めます。
　応募方法は4月に全戸チラシ等でお知らせしていきますので、たくさんのご応募をお待ちしています。
　5月30日（水）は1日中、市内各所でスポーツ心いっぱいのイベントが開催されます。
　今後さまざまな方法で広報していきますので、ご注目ください。

問い合わせ先 教育委員会　社会教育課　スポーツ推進係　☎0974-22-1001（内線2164）
市内無料電話 9-22-1001（内線2164）市内無料電話 9-22-1001（内線2164）

韓 国 日 和 韓 国 日 和 

③カンセ標識　－　済州オルレのシンボル③カンセ標識　－　済州オルレのシンボル③カンセ標識　－　済州オルレのシンボル③カンセ標識　－　済州オルレのシンボル③カンセ標識　－　済州オルレのシンボル③カンセ標識　－　済州オルレのシンボル③カンセ標識　－　済州オルレのシンボル③カンセ標識　－　済州オルレのシンボル③カンセ標識　－　済州オルレのシンボル
　カンセとは？　怠け者を意味する済州方言カンセダリから　カンセとは？　怠け者を意味する済州方言カンセダリから　カンセとは？　怠け者を意味する済州方言カンセダリから　カンセとは？　怠け者を意味する済州方言カンセダリから

韓韓韓韓 国国国国 日
アンニョンハセヨ ソンミですアンニョンハセヨ ソンミです

한국하 기  좋 은  날한국하 기  좋 은  날

－ゆっくり歩くオルレ道－－ゆっくり歩くオルレ道－

1 2 3 4

16市報 ぶんごおおの 2012.4



ぶんごおおのトピックス

私たちのまちの憲法
「豊後大野市まちづくり基本条例（素案）」を答申
　2月9日、自治基本条例策定審議会の杉浦嘉雄会長と工
藤妙子副会長が、「豊後大野市まちづくり基本条例（素案）」
について市長へ答申しました。
　この条例は、地方分権が進行する中で、これからの豊後
大野市が「どうしたら元気なまちになれるのか」、そのため
に「市民の皆さんがどう関わっていったらいいのか」など、
協働してまちづくりを進めるための基本的なルールを定
めるものです。
　答申書を基に、市長が条例（案）を平成24年第1回市議会
定例会へ提案し承認されました。
　今後は、市報やケーブルテレビなどで、条例の内容につ
いて皆さまにお知らせしていきます。

作業に汗、待ち遠しい収穫
大分少年院で駒うち指導
　2月21日、大分少年院で院生が更生のための職業実習
の一環として駒うち作業を実施しました。
　指導は、三重町の「日本一のなば山師になろう会」会長
の深田隆雄さん。穴明け、駒うち、伏せ込みの作業毎に丁
寧に指導され、「にく丸」6,000駒を植菌しました。
　駒うち後は、伏せ込み作業を行い、枝で傘をかけて2年
間現場で寝かせます。その後、ほだ越しを行い収穫に。
　初めての作業で最初は手間取ったりもしましたが、
徐々に作業効率もアップ。作業の大変さ、そして待ち遠し
い収穫への期待を味わう一日となりました。

　緒方町の「あねさん工房」が農林水産省より「総合化事
業計画」の認定を受けました。総合化事業計画とは、農林
漁業経営の改善を図るため、農林漁業者等が農林水産物等
の生産およびその加工または販売を一体的に行う事業活動
に関する計画で、いわゆる6次産業化に向けての取り組みで
す。認定を受けることで国の事業活用やプランナーによる

総合的なサポートなどを受けることができます。
　今回「あねさん工房」は地域特産品であるかぼすを活用
した加工・直接販売事業の計画を立てています。計画に
沿った、雇用の確保と所得向上による、農山漁村地域の再
生・活性化を目指していくそうです。
　3月7日には関係者の方々が市役所を訪れ、市長へ認定の

報告に。成長産業と
も呼ばれている6次
産業。今後も、雇用
の確保や、地域資源
を活用した新たな産
業の創出など期待さ
れます。

地域の雇用に期待大！6次産業化に向けて

▲本市で初めて事業計画の認定を受けた「あねさん工房」

▲答申書を渡す杉浦会長、工藤副会長
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ぶんごおおのトピックス

　3月4日、エイトピアおおの大ホールにて上記大会

が開催され、県内より多くの参加者が集いました。耳

の日記念大会は、昭和28年、大分県聴覚障害者協会

の前身である大分県ろうあ協会が全国の聴覚障がい

者の皆さんに呼びかけ制定された歴史的な大会で、

聴覚障がい者の皆さんの福祉向上や地域の住民の皆

さんとの相互理解を深めるため、毎年、県内持ち回り

で開催しています。大会式典の後、第2部では、どん

ぐり幼稚園のかわいらしい「どんぐり太鼓」や豊の国

エイサー同好会など多くのアトラクションもあり、

参加者の皆さんは、一日ゆっくり交流などを深めま

した。

第44回耳の日記念大分県ろうあ者福祉大会

第36回緒方町
こんにちは卓球大会
　2月12日、緒方中学校体育館を会場として、第36回
こんにちは卓球大会が開催されました。約100名の参
加でした。
（一般参加・12チーム（団体戦）と小学生の部（個人戦））
　結果は次のとおり【敬称略】
　◆一般の部
　　Ａパート1位　　馬場Aチーム
　　Ｂパート1位　　大化チーム
　　Ｃパート1位　　下自在チーム

　◆小学生の部
　　高学年の部　１位　高原　明香
　　　　　　　　２位　渡辺　凛子
　　　　　　　　３位　田多　紀貴

第19回三重町豊の国馬術大会
　3月17日、18日、三重総合グラウンド馬術場にて上記大会が行われま
した。
　あいにくの空模様ではありましたが、県内外から約90人もの参加者が
あり、人馬一体となり、クロス障害飛越などの各種競技種目が行われま
した。

▲全文手話を交えてあいさつをした橋本市長。会場からは大きな拍手が

▲力強く軽快な、豊の国エイサー同好会 ▲元気いっぱい「どんぐり太鼓」

▲小学生の部参加者の皆さん
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第7回豊後大野市剣道祭

試合結果
　◆小学生低学年の部
　　優　勝　　佐田　奏太（大野剣ク）
　　準優勝　　児玉　彩菜（緒方剣少）
　　第３位　　小野　元輝（朝地剣少）
　　　　　　　柳井　楓斗（三重剣少）

　◆小学生中学年の部
　　優　勝　　森　　真聡（緒方剣少）
　　準優勝　　伊東　拓馬（大野剣ク）
　　第３位　　児玉　繁俊（三重剣少）
　　　　　　　森　　一輝（緒方剣少）

　◆小学生高学年の部
　　優　勝　　尾下　修平（緒方剣少）
　　準優勝　　中前　滉斗（百枝剣少）
　　第３位　　田嶋　祐輔（千歳剣少）
　　　　　　　阿孫　　元（三重剣少）
　
　◆中学生男子の部
　　優　勝　　阿孫　　大（三重中）
　　準優勝　　赤嶺　誠哉（三重中）
　　第３位　　阿南　光輝（大野中）
　　　　　　　大野　真祈（大野中）

　
　◆中学生女子の部
　　優　勝　　久原　未来（三重中）
　　準優勝　　鈴木凛々香（三重中）
　　第３位　　首藤　　涼（三重中）
　　　　　　　伊東　明音（三重中）
　
　◆一般の部（紅白試合）
　　引き分け
　　赤　5勝5敗4引き分け　小星9本
　　白　5勝5敗4引き分け　小星9本

　昨年、11月に開催された、第14回全国小学生クロスカントリーリレー大分県予選会において、大会史上最高タイムで優勝し、全国
大会への切符を手にした三重町陸上クラブの皆さんが、3月14日、市長へ全国大会への出場報告に訪れました。
　選手を代表して大里治誉さんが
「先輩たちが出場した順位より上位
を目指し、さらに夢としては、1位と
なれるよう、精一杯がんばります」と
いった力強い決意表明に対して
「日々の練習の成果を思う存分発揮
し、県、市の代表としてがんばってく
ださい」と市長から激励の言葉がか
けられました。
　全国から50もの強豪チームが参
加する大会は、3月17日、18日、大阪
府吹田市の万博記念公園内特設コー
スで行なわれ、9位という好成績を
収めました。

夢の全国1位を狙って 三重町陸上クラブ 全国大会出場報告

　3月4日、後藤学園体育館にて、上記大会（主催：豊後大野市剣道連盟）が行なわれました。結果は次のとおりです。
参加選手：85名（小中学生61名、一般24名）　

▲笑顔いっぱいで「がんばるぞ！」と選手の皆さん

みんなの町のスポーツ推進委員みんなの町のスポーツ推進委員

　大野町のスポーツ推進委員、男性5名です。主に市や大野町スポーツ振
興会が開催するスポーツ行事のお手伝いをさせていただいています。大
野町スポーツ振興会の主な取り組みは、秋に大野町体育祭、冬は駅伝競走
大会などで皆さんが参加しやすいよう協議を行ない、大会前の準備から
当日のスタッフとしてお手伝いしています。
　また、市内一周駅伝や県内一周駅伝などは選手として頑張っています。
大野地区でのスポーツ行事など、ご相談いただければお手伝いをさせて
いただきます。
　今後も大野町スポーツ推進委員をよろしくお願いします。

大野町スポーツ推進委員大野町スポーツ推進委員その⑤

▲左上から：高橋靖司、衞藤秀信、野村友伸
　左下から：小野智宏、阿南洋一
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   お問い合わせは保健師まで!!
■豊後大野市役所　市民生活課健康推進室　母子企画係
　　　　　　0974-22-1001（内 2122.2126.2127・2131.2132）
支所　総務市民係　　　　　　　　　　　■清川支所　0974-35-2111（内 3013）
■緒方すこやかセンター　0974-42-3800（内 3862）
■朝地支所　0974-72-1111（内 4063）　■大野支所　0974-34-2301（内 4515）
■千歳支所　0974-37-2111（内 5065）　■犬飼支所　097-578-1111（内 5521）
市内無料電話（9発信）をご利用ください。

精神保健相談日
日　時　4月26日㈭　14時～16時
場　所　豊肥保健所（豊後大野市三重町市場934-2）
対象者　気分の落ち込み・ひきこもり・認知症・依存症
　　　　等こころの健康相談をしたい方
＊要事前予約：☎ 0974-22-0162　保健師まで

脳いきいき度チェック（物忘れ相談）
日　時　4月20日㈮　９時～12時
場　所　市役所健康推進室または各支所総務市民係
内　容　脳機能検査と個人面談
＊要事前予約：☎ 0974-22-0162　保健師まで

すくすくひろば（育児学級）
日　時　4月18日㈬　受付9時30分～10時
場　所　市中央公民館　1階和室
内　容　ベビーマッサージ
　　　　講師：助産師
対　象　4～5カ月の赤ちゃんとその保護者

実　施　日 時　　間 会　　　　場
　9日㈪・27日㈮
　6日㈮
10日㈫
18日㈬
23日㈪
23日㈪
毎週木曜日

11時～12時
10時～12時
10時～12時
10時～12時
10時～11時
14時～16時
10時～12時

三重ふれあい児童館
朝地母子健康センター
犬飼保健センター
緒方すこやかセンター
清川支所
大野保健センター
千歳保健センター

お子さんの成長やかかわり方、ちょっとした子育ての疑問等なんでもご相談ください。
※その他各地域では、育児サークル等定期的に開催しています。お問い合わせください。

幼児健診

受付時間：13時～13時20分　対象地区：三重・千歳・犬飼
〔持ってくるもの〕・母子健康手帳・送付された問診票等
（お願い）都合で受診できないときは、保健師までご連絡ください。

4月の育児相談のお知らせ

健診内容 1歳６カ月児健診 ３歳６カ月児健診

対 象 児 Ｈ22年8月1日
～Ｈ22年9月15日生まれ

Ｈ20年9月1日
～Ｈ20年10月15日生まれ

日　　時 4月26日㈭ 4月12日㈭
会　　場 三重（農村環境改善センター）
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　３月の自殺対策強化月間の取り組みとして、働く世代の方
への啓発を目的に、市自殺対策連絡協議会委員さんと市、
豊肥保健所で、市内の70 の小規模事業所へ事業所訪問を
行い、自殺対策の取り組みやこころと体の健康づくりの PR
を行いました。事業所でも、メンタルヘルス対策推進の必要
性が高まってお
り、組織体制の
強化や職員研
修の取り組みな
どのお話を伺う
ことができまし
た。

こころの健康相談（豊後大野市こころのホットライン）
　保健師、こころの相談専門員が対応します。
　お気軽にご相談ください。
　【相談専用電話】　☎ 0974-22-4655

ホッとひと息～女性の健康づくり教室～
　寒さ厳しい２月、千歳保健センターにて、「女性の健康づく
り教室」が中学校保護者を中心に開催されました。当日は、
交流分析士でカラーセラピスト・メイクセラピストとしてひろ
く活動されている工藤マリ先生を講師にお招きしました。
　まず自分自身を振り返ることから始まり、心と色の深いつ
ながりを学び、生活や子育てに生かす色の効果的な使い方を
習得しました。最後には、なりたい自分になれるメイクを伝授
していただき、寒い夜をホッとに過ごしました。
　家庭の要でもある参加者は、おおいにリフレッシュし、明日
への活力を充電することができました。

自殺対策強化月間キャンペーン

（豊後大野市自殺対策キャッチフレーズ最優秀作品） 

うつ病について　

　うつ病は「心のカゼ」と例えら
れるくらい誰でもかかりうる病気
です。生活上の大きな変化（就職・
結婚・出産・転居・退職・離別な
ど）や、ストレスがうつ病のきっ
かけとなる場合が少なくありませ
ん。日本人の15人に１人が一生に
一度はかかると言われており、決
して珍しい病気ではありません。
　うつ病はきちんと治療すること
で回復できる病気ですので、本人
をはじめ家族や知人が早く気づき
専門医による適切な診断・治療を
受けることが必要です。

からだのサイン
・眠れない、朝早く
　目が覚める
・疲れやすい
・息切れ、動悸
・頭痛、肩こり
・便秘
・ご飯がおいしくない
・体調不良の訴えが
　多くなる

こころの健康づくり
キャラクター
めぶきちゃん

講師の工藤マリ先生 なりたい自分になれる魔法伝授中

今月の対象地区：三重・千歳・犬飼
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姫嶋さんご夫妻

特定健診で健康チェック、特定保健指導を受けて健康づくり
あけあじシリーズ第２弾　私の健康づくり⑦

■助成方法
○入院の場合：受給資格者証の提示により、医療機関等の窓
　口での負担はありません。
　※入院時食事療養費標準負担額は、窓口でお支払いくださ
　　い。
　※「入院医療費」が高額になる場合は、「健康保険証」「受
　　給資格者証」に加えて、保険者から交付される「高額療
　　養費限度額適用認定証」を医療機関の窓口で提示してく
　　ださい。
○入院以外の場合：乳幼児の場合は、「受給資格者証」の提
　示により、窓口負担はありません。就学児の場合は、医療
　機関等の窓口で医療費一部負担金を支払い、後に市役所で
　助成金交付申請をしてください。
■助成金交付の流れ

あなたのけんこうあなた●じしんで

豊後大野市医師会では、平成23年10月から日曜・祝日に限り、９時から17時まで輪番在宅当番医を実施しています。
軽症の一次救急（入院を必要としない患者）に限りますが、あらかじめお電話等で確認してから受診してください。
当日の当番医につきましては、新聞および豊後大野市消防本部にてご確認ください。

医師会
だより

朝地町　姫嶋　不二恵 さん（65歳）

子ども医療費助成事業のごあんない
　豊後大野市では、疾病の早期発見と治療を促進し、子どもの健やかな育成を支援するため、乳幼児（0 歳から就学前まで）と児
童（小学校 1年生から中学校 3 年生まで）の医療費（保険診療の自己負担分）を助成する子ども医療費助成事業を実施しています。

　　「子ども医療費助成金交付申請書」に領収書を添えて、市
　役所（支所）担当窓口に提出してください。その際、受給
　資格者証を提示してください。毎月10日までに申請があっ
　た分について、月末に助成金を交付（口座振込）します。
　※助成金の申請書は、受診した月の翌月以降、１年以内（月
　　末まで）に市役所に提出してください。
■登　録
　　助成を受けるためには、「子ども医療費受給資格者」とし
　て市に登録することが必要です。出生、就学及び転入の際は、
　登録の申請を行ってください。
　　登録の申請には、健康保険証（子どもの氏名が記載され
　たもの）、保護者の預金通帳、印鑑が必要です。
問社会福祉課　こども支援係　☎ 0974-22-1001
　　　　　　　　　　　市内無料電話 9-22-1001

●日頃からかかりつけ医を持ち、診療時間内に受診するようにしましょう●

　「特定健診だけでなくがん検診も受診できるので」と数年前から市の集団健診を受けて、健康チェックをしてい
る姫嶋不二恵さん。
　平成 21年度は血圧と血糖値、ＬＤＬコレステロールの数値がそれぞれ高かったのですが平成 22・23 年度は血
圧はほぼ基準値に、ＬＤＬコレステロール値は下がり基準の範囲内になりました。
　現在、食事や運動などの生活習慣の改善に気をつけていらっしゃいますが、そのきっかけになったのは、市の「特
定保健指導のヘルスアップ教室」に参加してからだそうです。
　運動で気をつけていること
☆仕事が早く終わった日、週に３～４回は約
　40 分（6,000 歩位）自宅周辺をご主人と
　一緒に歩いている。
☆テレビの健康番組などを見て、家でできそ
　うな運動があれば、いろいろと行っている。
　食生活で気をつけていること
☆以前は毎日のように甘い物を食べていたが
　今は間食はしないようにしている。
☆味付けも煮物など甘かったが今は味を薄く
　している。
☆みそ汁は干椎茸といりこをミキサーで粉に
　して、それでだしをとり薄味にしている。
☆刺身も酢をかけて、しょう油は一滴位。
☆朝食に自家製ジュース（牛乳に人参、バナナ
　かりんごをいれる）を作り飲んでいる。
☆おかずは白和えなど野菜を多くし、油もの
　を少なくしている。
　2年前から、痛風の治療をされているご主人も一緒に食事やお酒、運動に気をつけるようになり、病院での血液
検査の結果も良好だそうです。「2人で気をつけて悪くならんように」とおっしゃる姫嶋さんご夫妻です。

気をつけるようになった
“きっかけや家族の反応”
　教室で実際に用作公園ま
でウォーキングをしたこと
をきっかけに「歩かんと悪
い」と思ったそうです。

　娘さんから「味付け、前
はもっと甘かった」と言わ
れたそうです。

　昨年、CKD（慢性腎臓病）
予防教室に参加して、これ
まで以上に塩分に気をつけ
るようになったそうです。



　公民館活動に参加しませんか
　2月 25日から 3月 10日にかけて市内公立公民館７館で、「生涯学習
まつり」を開催しました。各会場では、公民館クラブの皆さんによる
作品の展示や舞台発表が行われ、盛況のうちに終了しました。
　市内各公民館では、新しい年度を迎え、新たに公民館クラブ生や公
民館教室生の募集を行います。公民館活動は、興味のある方であれば
どなたでも参加できます。
　詳しくは、各家庭にお配りする「平成 24 年度　豊後大野市公民館・
教室クラブ等のご案内」をご覧ください。

洋裁リフォームクラブのみなさん

「中央公民館の改修」 「支えあう公民館」
　中央公民館は、防水工事のため昨年12
月から２月末にかけて、屋上と外壁の一部
を改修しました。お色直しをした中央公
民館を、これからもお気軽にご利用くだ
さい。

　中央公民館洋裁リフォームクラブの皆さんは、破れていた公民
館和室のレースカーテンを自宅にあった布を使って作り直してく
れました。いつも端切れを利用して洋服などを作っている皆さん
の腕前は、さすがにすばらしいもので、２時間ほどで仕上げてく
ださいました。
　市内の公民館は、多くの利用者の皆さんから支えられています。
これからも、こうした取り組みを紹介していきます。

国民年金保険料変更のお知らせ
　平成 24 年４月からの国民年金保険料は月額 14,980 円となります。
納め忘れがあると、将来受け取る年金額が少なくなることや、年金を受
けられない場合があります。忘れずに期限内に納めましょう。
平成23年度の学生納付特例の申請期限は５月１日㈫です
　平成 23年度（免除期間：平成 23年４月～平成 24年３月）
に学生で保険料の納付が困難な方を対象とした「学生納付特
例制度」の申請は、５月１日㈫で終了します。
　申請には学生証または在学証明書、印鑑、年金手帳が必要となります。

4 月 10日㈫
市隣保館（大野町）
4月 12日㈭
市商工会（三重町）
4月 18日㈬
竹田市総合社会福祉センター
●相談時間：10時～ 15時
※年金相談会の予約が可能となっています。相
　談を希望される方は、事前に大分年金事務所
　に予約をお願いします（※予約は、相談日の
　１カ月前から受付けます）。
●問い合わせ先
　市民生活課　国保年金係
　☎ 0974-22-1001（内線 2086）
　大分年金事務所
　☎ 097-552-1211

国保年金係からのお知らせ 年金相談日
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中央公民館 中央公民館

朝地公民館フェスタ

補修完了補修完了洋裁リフォームクラブのみなさん

市内無料電話（9発信）をご利用ください。
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雑誌・図書リユースのお知らせ
　図書館で除籍となった雑誌・図書を必要な方に
差し上げます。ひとり５冊まで、無料でお持ちい
ただけます。

　 ４月21日㈯
　中央図書館：カウンター前
　緒方図書館：図書館ロビー
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　　　　　　　　　　佐藤洋子さん（緒方町）
　リハビリの一環として始められたという手織り。
さまざまな素材・色の糸を使っており、色あいの面
白さ、模様の違いなどを
見てほしいとのことです。
ストールやバッグなどの
素敵な作品をぜひ見に来
てくださいね。

ふれあい
コーナー

子ども読書の日おはなし会
たのしい

パネルシアター!
　ダ　ン

ＤＡＮパネ団の

４月21日㈯　10時30分～11時30分
●場所：中央図書館研修室
●対象：幼児～小学生
　歌あり、笑いあり、涙あり（!?）の、
ＤＡＮパネ団の楽しいパネルシアター
です。みんな、来てね !!

24年度 おはなし会のお知らせ

読み聞かせやわらべ歌などのおはなし会です。
お子さんと一緒にお楽しみください♪

　中央図書館
おはなしのへや　ちゅうりっぷ組（対象：24 年度に3歳になるお子さん）
　毎月第２・４水曜日　10 時15分～10 時 45分　第１回目５月９日㈬
おはなしのへや　ひまわり組（対象：24 年度に4･5歳になるお子さん）
　毎月第２・４水曜日　11時～11時 30 分

小学生のためのブッククラブ
　（対象：幼稚園年長～小学生）　第１回目（日程は５月号でお知らせします）　
毎月第３土曜日（変更の場合あり）10 時 30 分～11時 30 分
★この他、年４回の「赤ちゃんのためのおはなし会」を予定しています。
★季節のおはなし会や、科学あそびの会を随時計画します。 読み聞かせの様子

　緒方図書館
おはなしのへや
　（対象：幼児～小学生）
　第１・３土曜日　10 時～11時
　場所は緒方公民館です
　第１回目５月19日㈯

　いずれも５月より開始し
ます。
　中央のおはなしのへやは
登録制ですので、４月28
日㈯までにお申し込みをお
願いします。その他は当日
直接ご参加できます。

図書館だより
平成 24 年４月
　　豊後大野市中央図書館　TEL0974-22-7733
　　　　　　　　　　　市内無料電話 9-22-7733
　　豊後大野市緒方図書館　TEL0974-42-4141
　　　　　　　　　　　市内無料電話 9-42-4141
　　　　　　　　　　　　　　（民俗資料館共用）
　　　　　　　　検索はこちらから！
　　　　　　　　←携帯サイト　

４
月
の
休
館
日
：
毎
週
月
曜
日
、
29
日
㈰
（
昭
和
の
日
）　
※
４
月
の
館
内
整
理
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。

新
刊
案
内



問い合わせ先　　朝倉文夫記念館　☎ 0974-72-1300

公園ものんびりできて
気持ちいいニャー

市内無料電話（9発信）をご利用ください。
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朝倉文夫記念文化ホールの催し

 朝倉文夫記念館　4月3日㈫から再開館
　より快適な環境で作品鑑賞をしていただけるよう、施設改修工事のため長らく
休館していましたが、4 月 3 日㈫から再び開館します。常設展示の作品も入れ替
えを行いました。ご来館をお待ちしています。
◆ご利用案内
　開館時間：9 時～ 17 時 ( 入館は 16 時 30 分まで )
　休 館 日：月曜日 ( 月曜日が祝日の場合その翌日 )、年末年始
　入 館 料：大　　人 500 円、
　　　　　　小中高生 200 円

 美術講座「日本の美術・田能村竹田」受講者募集
　朝倉文夫も作品を所蔵していた南画家「田

た の

能村
むらちくでん

竹田」について学ぶ美術講座を
5 月から 4 回シリーズで開催します。講師は大分市美術館学芸顧問 宗像健一先
生 ( 犬飼町出身 ) です。興味のある方は、ぜひお申し込みください。

　5月　①最初期の作画、南画とは
　6月　②本格的作画の開始、水墨画と南画
　7月　③文政期(文政12年まで)の作画と長崎旅行、「倣

なら

う」ということ
　8月　④文政末期以降の作画、竹田が求めたもの

◆開 講 日：5 月～ 8 月の第 4 火曜日　13 時 30 分～15 時
◆会　　場：朝倉文夫記念公園内「アトリエ朝」
◆受 講 料：無 料
◆申込方法：朝倉文夫記念館に電話か FAXでお申し込みください。
　　　　　　☎ 0974-72-1300（市内無料電話 9-72-1300）
　　　　　　　　0974-72-1302（住所・氏名・年齢・電話番号を明記してください）

問い合わせ先　　朝倉文夫記念館　☎ 0974-72-1300　市内無料電話 9-72-1300

◀「午後の瞑想 09－天景」

FAX

朝倉文夫作「田能村竹田像」

 「髙木岩義展 ―響きあう色彩のシンフォニー」
　大分市在住で行動美術協会会員の髙木岩義さんによる油彩画の個展。赤・
黄・青といった鮮烈な色彩と幾何学的な線や面を組み合わせた抽象絵画を中
心に、初期の作品から新作まで約 70 点を展示します。
◆と　き：4 月 21 日㈯～ 5 月 6 日㈰
　　　　　9 時～ 17 時
　　　　　※ 4 月 23 日㈪、5 月 1 日㈫休館
◆入館料：大人 200 円、小中高生 100 円（記念館入館者は無料）
※身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている
　方とその介護者1人は無料です（入館時に受付で手帳を提示してください）。
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豊後大野市役所
清 川 支 所
緒 方 支 所
朝 地 支 所

大 野 支 所

千 歳 支 所

犬 飼 支 所

☎ 0974-22-1001
☎ 0974-35-2111
☎ 0974-42-2111
☎ 0974-72-1111

☎ 0974-34-2301

☎ 0974-37-2111

☎ 097-578-1111
問…問い合わせ先　　☎…電話番号　　ＦＡＸ…ファクス

軽自動車税の減免について
　障がいのある方が所有する軽自動車等（身体に障がいのあ
る18 歳未満の方または精神に障がいのある方の場合、同一
生計者が所有する軽自動車を含む）は減免を受けることがで
きます。該当する障がいの程度については、範囲があります
ので事前に申請窓口へお問い合わせください。
※減免できるのは障がい者１人につき１台ですので、自動車税
　（県税）と軽自動車税（市税）を同時に減免を受けることは
　できません。

【申請に必要なもの】
１，障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳、戦傷
　　病者手帳のいずれか
２，対象となる軽自動車等を運転する方の免許証
３，自動車検査証（125cc 以下の原付自転車は必要なし）
４，減免を申請する方の印鑑

【申請受付期限】５月 24 日㈭まで
【申請受付窓口】 税務課および各支所総務市民係
問税務課 民税係　☎ 0974-22-1001（内線 2384）
　　　　　　　　　市内無料電話　9-22-1001（内線 2384）

平成 24 年度狂犬病予防について
　狂犬病予防法により、犬の飼い主に次のことが義務付けら
れています。
①生後 91 日以上の犬は登録すること（環境衛生課または各
　支所総務市民係で受付）
　登録料金：3,000 円（一生に１回）
②狂犬病予防注射を毎年 1 回接種すること（集合注射また
　は動物病院等で接種）
　注射に係る料金：3,000円（生後91日以上の犬で毎年1回）
③犬の死亡・転入・転出・所有者変更等の届出を行うこと（環
　境衛生課または各支所総務市民係で受付）
　料金：無料
※狂犬病予防注射は 5・6 月の市内集合注射の機会に受けま
　しょう。
問環境衛生課　衛生係　☎ 0974-22-1001（内線 2343）　
　市内無料電話 9-22-1001（内線 2343）

ご利用ください
デイケア等交通費助成について

　豊後大野市では、在宅の精神障がい者の方がデイケア等へ
通所するための交通費を助成しています。
◆助成対象となる方　豊後大野市内に住所を有し、精神手帳
　を取得されている方（療育手帳を持っている方に限り、医師
　の証明により助成対象とさせていただく場合もあります）。
◆助成額　デイケア等に通所した運賃の半額（公的交通機関
　の運賃にて算出します）。
◆お申込み方法　事前に登録が必要となります。印鑑と手帳
　をご持参のうえ、本庁社会福祉課または支所総務市民係へ
　お申し出ください。
問申込み先　社会福祉課 福祉障がい支援係
　☎ 0974-22-1001（内線 2145）
　市内無料電話 9-22-1001（内線 2145）

平成 24 年度警察官Ａ(大学卒業程度）採用・
大分県警察官Ａ(女性）採用試験の実施について

１　試験種類等
採用試験種類 試験区分 公募予定数

警察官Ａ（大学卒業程度）採用試験 一　　般 50 名　
大分県警察官Ａ( 女性 ) 試験 一　　般 ４名　

２　受験資格等　
　(1) 年齢　昭和 54 年４月２日以降に生まれた人で、学校教
　　育法による大学（４年制以上のもの）を卒業した者また
　　は平成 25 年３月までに卒業見込みの者
　(2) 身体基準　警察官採用試験は、身長・体重・視力など
　　身体基準が設けられています。
　(3) その他　平成 22 年度警察官採用試験から、語学、簿
　　記についての資格加点制度が導入されていますが、平成
　　24 年度から新たに武道（柔道・剣道）が追加されました。
３　受験申込受付期間
  ○郵送および持参申込み：平成24 年４月２日㈪から平成 24
　　年４月 20 日㈮まで
　　（持参は土日を除く９時～17 時 45 分、郵送は４月 20 日
　　㈮までの消印有効）
　○インターネット申込み：平成 24 年４月２日㈪から平成 24
　　年４月13 日㈮まで
４　第１次試験
　　日　　時　平成 24 年５月13 日㈰　
　　試験会場　大分県立大分商業高等学校
　　　　　　　（大分市西浜４番２号）
問○大分県警察本部警務課人事係
　　フリーダイヤル　0120-204-110
　　代表　097-536-2131( 内線 2643、2646)
　○豊後大野警察署総務課
　　☎ 0974-22-2131（内線 210、211）

窓口時間変更のお知らせ
　豊後大野警察署では、４月から各種窓口業務の時間が変更
になります。
１　変 更 日　平成２４年４月２日（月）
２　窓口時間　９時～１７時４５分
３　対象業務　運転免許証更新、許認可申請、会計業務等

ホームヘルパー講座　２級課程　受講生募集
　住みなれた地域で自立した暮らしを続けるため、介護力の
充実が求められます。この事業は、地域の介護力のアップを
民間事業所とともに図ることを目的に実施します。
◆開催時期　５月 27 日㈰～７月 22 日㈰　毎週日曜日の 10
　時～17 時　および現場実習 8 月
◆申込期間　４月２日㈪～５月10 日㈭
◆募集人員　30 名（申込多数の場合は申込順）
◆費　　用　70,686 円（テキスト代込み）
◆会　　場　介護老人福祉施設　紫雲荘
◆申し込みおよび問い合わせ先　高齢者福祉課　介護保険係
　☎ 0974-22-1001（内線 2103）
　市内無料電話 9-22-1001（内線 2103）

市内無料電話（9 発信）をご利用ください。



●27 市報 　　　　　　　　2012.4

　　協会けんぽ加入者の皆さまへ
～「協会けんぽ」からお知らせ

　平成 24年 3月分（4月納付）から大分県の適用事業所の
保険料率が変わります。
◆保険料率　●健康保険・・・10.08％（現行 9.57％）
　　　　　　●介護保険・・・全国一律 1.55％（現行 1.51％）
◆そ の 他　※健康保険料と介護保険料は、労使折半となり
　　　　　　　ます。
　　　　　　※ 40歳から 64歳までの方（介護保険第 2号
　　　　　　　被保険者）は健康保険料率に介護保険料率が
　　　　　　　加わります。
　　　　　　※任意継続加入者の方は、4月分の納付から変
　　　　　　　わります。
問全国健康保険協会（協会けんぽ）大分支部
　☎ 097-514-3077

平成24年度第１回看護力再開発講習会
（臼杵・津久見地区）開催について

　大分県看護協会では、県より委託を受け保健師、助産師、
看護師、准看護師の資格を持ち、家庭にいて就業を希望する
方々の職場復帰を容易にするため、次により講習会を開催い
たします。
◆日　時　６月14日㈭～７月６日㈮の間の８日間
　　　　　９時30 分～15時
◆会　場　介護老人保健施設つくみかん
　　　　　津久見市大字千怒 6011番地
◆講習科目　「看護の動向」「病院における看護職員の役割と
　最近の看護業務について」「看護過程と記録」「救急時の看
　護」「老人看護」「病院実習」「就業相談」
◆経　費　受講料は無料、但し資料代 3,000 円
◆その他　全日程受講者については知事の修了証書が交付　
　　　　　されます。
◆申し込み並びに問い合わせ先
　〒870-0855　大分市大字豊饒 310 番地の 4
　大分県看護協会内　大分県ナースセンター
　☎ 097-574-7136　　097-574-7361
◆申込期間　4月10日㈫～5月14日㈪
◆申込方法　電話またはＦＡＸでお申し込みください。
　折り返し「実施要領」と「申込用紙」をお送りします。 大分県専門職産育休サポーター（臨時職員）募集

　大分県では、育児休業等を取得する職員の代替職員として
勤務する、専門職臨時職員の採用候補者名簿登録希望者を募
集します。勤務地は県の本庁および県内各地方機関です。
　募集職種は保健師、獣医師、薬剤師、化学、農業、畜産、林業、
水産および総合土木で臨時募集しています。
　応募要領や応募書式は県のホームページに掲載するほか、
県庁人事課や県の各振興局等で配布します。
問大分県人事課　☎ 097-506-2311

無料相談会
◆日時　４月１８日㈬　13 時～16時
　　　　毎月第３水曜日
◆場所　大分県行政書士会
　　　　大分市城崎町１-２-３　大分県住宅供給公社ビル３階
◆相談内容　遺言・遺産相続・成年後見相談・不動産関連・
　建設業許可申請・交通事故自賠責保険金請求・内容証明・
　法人設立・車の登録・各種許認可申請・その他
問大分県行政書士会事務局
　☎ 097-537-7089　　097-535-0622

FAX

シルバー作品展の作品募集について
　第23回豊の国ねんりんピック「シルバー作品展」が 7月4
日㈬～7月8日㈰に、大分市の「アートプラザ」で開催されます。
　作品を募集しますので、希望される方は高齢者福祉課また
は各支所総務市民課までお問い合わせください。多数の応募
をお待ちしています。
◆部　　門　日本画、洋画、写真、書、彫刻・彫塑、工芸（各
　部門に出品規格があります）。
◆テ ー マ　自由
◆資　　格　市内に在住する60 歳以上（昭和 28 年 4月1
　日以前に生まれた人）のアマチュアの方
◆出品点数　各部門とも１人１点とし、出品者が創作した未発
　表のもの
◆申込期間　5月7日㈪～ 6月8日㈮
◆申込方法　高齢者福祉課または各支所総務市民課にある申
　込書に必要事項を記入の上、提出してください。
申込み・問　高齢者福祉課または各支所総務市民係
　　　　　　☎ 0974-22-1001（内線 2103）
　　　　　　市内無料電話 9-22-1001（内線 2103）

FAX

東日本大震災義援金の受付期間延長について
　平成 23年３月11日に発生した東日本大震災は、被災状
況が非常に甚大で、全国的に義援金の申し出が多数寄せられ
ています。そのため、日本赤十字社では、平成24年３月31
日までの受付期間を平成24年９月30日㈰まで延長します。
　なお、豊後大野市役所に寄せられた義援金の累計額は、平
成 24 年２月末現在で 3,149万 3,952円となっています。
　イベント時の募金活動等皆さまのご協力をお願いいたします。
問社会福祉課　福祉障がい支援係
　☎ 0974-22-1001（内線 2112）
　市内無料電話 9-22-1001（内線 2112）
　または各支所総務市民係

全国瞬時警報システム（J-ALERT）の運用開始について
　全国瞬時警報システム（J-ALERT）とは、緊急地震速報や他
国からの武力攻撃等の対処に時間的余裕のない緊急情報が国
から発表された際、人工衛星を通じて瞬時に市の防災行政無
線や各家庭の音声告知端末より警報を放送するものです。
　これらの警報が放送された時は、テレビやラジオをつけて情
報に注意し、身の安全を確保して落ち着いて行動してください。
　なお、この放送は自動で放送するシステムのため、昼夜を
問わず、最大音量で放送されますので、ご了承願います。
（５月号に詳細を掲載します。）
問総務課　地域安全係　☎ 0974-22-1001（内線 2018・2019）
　　　　　　 市内無料電話 9-22-1001（内線 2018・2019）

森林の所有者届出制度が４月からスタートします
　昨年４月の森林法改正により、今年４月以降新たに森林の所有
者となった方は、市町村長への事後届出が義務づけられました。
①届出対象者　個人法人を問わず、売買や相続等により森林
　の土地を新たに取得した方は、面積に関わらず届出をしな
　ければなりません。
②届け出期間　土地の所有者となった日から90日以内に取
　得した土地のある市町村の長に届出をしてください。
問農林整備課　林業振興係　☎ 0974-22-1001（内線 2418）
　　　　　　　　　市内無料電話 9-22-1001（内線 2418）
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　　　　平成24年経済センサス－活動調査
　　　ただいま審査中です！
　調査票へのご記入、ありがとうございました。
　提出いただいた調査票は、厳重な管理の下で審査を行っています。
調査票の提出はお済みでしょうか？
○経済センサス－活動調査は、平成24年２月１日現在で、全国の事業所および企業
　を対象に実施しています。
○決算を終えていないため、調査票を提出できない等の場合は、調査員がお届けし
　た郵送用封筒に記入済みの調査票を同封のうえ、郵便ポストにご投函ください。
○万一、調査票が届いていない場合は、市役所企画調整課にご連絡ください。
調査の趣旨・必要性をご理解いただき、ご協力をよろしくお願いいたします。
問まちづくり推進課 企画係　☎ 0974-22-1001（内線 2061）
　　　　　　　　　　　市内無料電話 9-22-1001（内線 2061）

平成24年度行政相談日程表
会場名 相談日 時　間 場　　所
三　重 4月10日㈫ 9時～12時 市 中 央 公 民 館
緒　方 4月10日㈫ 9時～11時 緒方すこやかセンター
朝　地 4月10日㈫ 9時～12時 朝 地 支 所
千　歳 4月12日㈭ 9時～12時 千 歳 公 民 館
大　野 4月20日㈮ 9時～12時 市隣保館（大野町）
犬　飼 4月20日㈮ 9時～12時 犬 飼 支 所

◆問い合わせ先
　大分行政評価事務所 行政相談課　☎ 097-532-3715

地球温暖化防止に努めましょう！　（家庭でできる取り組み45）
　私たちの生活を見直し、少しでも温室効果ガス（CO2）の排出を減らすために、家庭でできる取り組
みを紹介します。

日本赤十字社社資・有功章にご協力ありがとうございました

生ごみについて
　生ごみは、家庭から出るごみの重量の約４割を占め
ると言われています。生ごみは水分を多く含んでいるた
め、焼却時に多くの燃料を必要とし、それに伴い多く
の CO2を排出しています。可燃ごみ袋に入れる前に、
ひと搾りしたり、いらない紙に一度包んで水分を切った
り、干して乾燥させたりして水分を減らすと、焼却処理
する際にかなりの量の CO2の排出を削減できます。
　また、生ごみは堆肥化して家庭菜園やガーデニング

犬飼幼稚園 園児募集（2歳児から5歳児）
――――――――――――――――――――――――
　当園では下記のとおり、特色ある保育をしています。
（月）講師による書き方（硬筆）・（水）絵描きによるデッサン。
（月）・（金）外国人講師による、英会話の授業。
（火）インストラクターによる、ヒップホップのダンス。
（木）市剣道連盟より、有段者による「剣道指南」。　
　なお、預かり保育（14 時～18 時）、土曜日・長期休暇中
（8時～18 時）もお預かりいたします。
　詳しくは、☎ 097-578-0149　まで

広告 広告

　市民の皆さまにご協力いただきました日本赤十字社
への社資4,502,243 円を豊後大野市より日本赤十字
社大分県支部に納入いたしました。社資については国
内外の災害被災者に対する救護活動や健康で安全な生
活をおくるための各種講座の実施など幅広い事業に役
立てられます。
　また、高額な寄付をされた方に贈られる有功章につ
いても、20万円以上の銀色有功章７名、50万円以上

の金色有功章１名の方が受章されました。
　誠にありがとうございました。今後も赤十字活動に
ご理解とご協力をお願い申し上げます。
社会福祉課　福祉障がい支援係
　☎ 0974-22-1001（内線 2112）　
　市内無料電話 9-22-1001
　支所総務市民係

問環境衛生課　環境係　☎ 0974-22-1001（内線 2344）
　　　　　　　　市内無料電話 9-22-1001（内線 2344）

などの肥料としてつかうこともできます。
　豊後大野市では、生ごみ処理容器（コンポスター）
を個人負担金 2,500 円で給付する事業、電気式生ご
み処理機を購入する際、補助金を交付する事業を行い、
生ごみの減量化、堆肥化をすすめています。
　４月２日㈪より平成 24 年度分の受付を始めます。詳
しくは今月号の15ページをご覧ください。

身近なことからCO2削減。マイバッグを利用しましょう！

大分ケーブルテレコム無料インターネット教室のご案内
【期日】　①4月3日㈫、10日㈫　②5月8日㈫、15日㈫　
　各月2回で１講座となります。※1回2時間×2回　9時30分～11時30分
【場所】　緒方町馬場712番地　シニアネット豊後大野支部　（旧病院跡）　
　旧すこやかセンター跡
【定員】　１講座10 名　※先着順
【内容】　パソコンを使用した初心者向けのインターネット講座です。
　※講師はＮＰＯ法人シニアネット大分豊後大野支部の方となります。
　※パソコンは5台準備しています。ノート型パソコンをお持ちの方はご持
　　参願います。
　※受講料は無料ですが、テキスト代 300 円が必要です。
　お申込みや詳細は下記もしくは当社ホームページよりお願いいたします。
◆お問合せ先　大分ケーブルテレコム㈱　
　☎ 097-542-1121　担当　庶務係　（9時30分～18時30分）
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公営住宅等の入居者を下記の要領で募集します。

■申込区分
Ａ　世帯全員の年間所得合計金額から控除額を引いた金額が 189万６千
　円以下であること（世帯の状況により異なります）
Ｂ　世帯全員の年間所得合計金額から控除額を引いた金額が 189万６千
　円を超え、584万４千円以下であること（世帯の状況により異なります）
Ｃ　同居する親族（婚約者を含む）があること（ただし、入居者が 60 歳
　以上の方もしくは障がいのある方などは単身入居が可能となりますので、
　詳細についてはお問い合わせください）
Ｄ　同居する親族（婚約者を含む）があること
Ｅ　単身入居が可能
　　（なお、同居する親族があっても入居が可能です）
■申込資格
ア　住宅に困っていることが明らかなこと（持ち家がないこと）
イ　県税、市税等の滞納がないこと
ウ　入居者または同居しようとする親族が暴力団員による不当な行為の防
　止等に関する法律 第 2 条第 6 号に規定する暴力団員でないこと（申込
　み時に誓約書の提出が必要）
※入居時に敷金（入居時家賃額の３カ月分）の納付および連帯保証人 ( 基
　本的に市内在住者 ) が２名必要です。

■申込方法
　　本庁建設課または各支所産業建設係に備えている市営住宅入居
　申込書に必要事項を記入の上、必要書類を添えて提出してください
　（市営住宅入居申込書はＨＰからダウンロードすることもできます）。
　なお、応募者多数の場合は公開抽選になります。
　　また、応募規定によりお断りする場合もございますので、あらか
　じめご了承ください。
※申込み方法や収入基準などの詳細については、担当課にお問い合
　わせください。
■募集期間
　4月 4日㈬～ 4月 11日㈬　８時 30分～ 17時まで
　※土・日曜日、祝・祭日を除く。
■公開抽選および入居説明会
　○日時　4 月 13 日㈮　13 時 30 分～
　○場所　豊後大野市役所 3 階　正庁ホール
　※時間に来ていない場合は辞退とみなします。
■問い合わせ先
　建設課　住宅係　☎0974-22-1001（内線2351～3）
　　　　　　市内無料電話 9-22-1001（内線2351～3）

求人情報　　　ハローワーク豊後大野       （平成 24 年 3月15日現在）
①ガソリンスタンドサービススタッフ（豊後大野市）13 万円　②介護員（豊後大野市）17万円～24 万円　③惣菜等の製
造販売（豊後大野市）11万円　④軽四支援ドライバー職（豊後大野市）14 万円　⑤４ｔ運転手（豊後大野市）15 万円～
25 万円　⑥組立・包装（豊後大野市）10 万円～12 万円　⑦清掃スタッフ（豊後大野市）12 万円　⑧外商（営業）（豊後
大野市）13 万円～25 万円　⑨生産要員（豊後大野市）13 万円～18 万円　⑩農業アドバイザー（豊後大野市）18 万円～
23 万円　⑪精肉担当（パート・豊後大野市）685 円　⑫セールスドライバー（パート・豊後大野市）800 円　⑬調理補
助員（パート・豊後大野市）700 円　⑭ハウス内作業員・調整作業員（パート・豊後大野市）647 円　⑮受付及び治療助
手（パート・豊後大野市）680 円～ 900 円
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

問い合わせ先　ハローワーク豊後大野　☎ 0974-22-8609

広告

■市営住宅
町　 名 住　宅　名 建設年度 戸　　数 規　　格 家　　賃（円） 申込区分

三 重 町 向 田 住 宅
S58 １戸 4 K 16,900 ～ 25,100

Ａ・ＣS59 １戸 17,100 ～ 25,500
H  2 １戸 3 D K 16,800 ～ 25,000

清 川 町 黒 峰 住 宅 S60 １戸 12,600 ～ 18,700 Ａ・D
緒 方 町 松 山 住 宅 S50 １戸 3 K 6,400 ～   9,600 Ａ・Ｅ

朝 地 町 朝 地 住 宅 H23 新築 ２戸 2LDK 23,800 ～ 36,100 Ａ・D１戸 3LDK 27,400 ～ 40,800

大 野 町 川 北 第 二 住 宅 S55 １戸 4 K 14,000 ～ 21,100 Ａ・Ｅ
もみじヶ丘住宅 H16 １戸 2 D K 18,900 ～ 28,200

Ａ・D千 歳 町 壱 丁 田 住 宅 H  5 １戸
3 D K

21,600 ～ 32,000

犬 飼 町
久 原 住 宅 H18 １戸 27,600 ～ 41,100

上 津 尾 住 宅 S49 １戸 10,800 ～ 16,000 Ａ・ＣS52 １戸 3 K 12,500 ～ 18,600
■市営まちづくり促進住宅

町　 名 住　宅　名 建設年度 戸　　数 規　　格 家　　賃（円） 申込区分
緒 方 町 フォレストおがた H  9 １戸 3 D K 39,000 (+ 共益費 2,000) Ｂ・D

■市営特定公共賃貸住宅
町　 名 住　宅　名 建設年度 戸　　数 規　　格 家　　賃（円） 申込区分
緒 方 町 そよかぜ田園住宅 H18 １戸 3LDK 48,000 Ｂ・D

※ 1 駐車場使用料金・浄化槽使用料金が別途かかる住宅があります。
※ 2 朝地住宅は豊後大野市ケーブルテレビでのみテレビ受信が可能であるため、豊後大野市ケーブルテレビへの加入申込みが必要です。



　市民の皆さんが行う活動の参加者・
会員の募集、またイベントの周知など、
いろいろな情報を掲載します（営利目
的のものなどは掲載できません）。皆さ
んからの情報をお待ちしています（紙
面の都合で掲載できないこともありま
すので、ご了承ください）。

問〒 879 ｰ 7198
　豊後大野市三重町市場 1200番地
　豊後大野市役所  総務課　秘書広報係
　☎ 0974 ｰ 22 ｰ 1001（内線 2009）
　市内無料電話 9-22-1001
　　　　　　　　　　　（内線 2009）
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豊後大野市隣保館「ふれあい教室」生徒募集
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☆楽しい余暇（時間）を見つけてみませんか？
　豊後大野市隣保館では、生涯学習を通じた“心のふれあい”を目的として「ふれあい教室」
を開催しています。どなたでも参加できますので、お気軽にお申し込みください。

◆開催日時　毎月第２火曜日
　　　　　　９時30 分～13時
◆定　　員　25名（受付順）
◆年 会 費　2,500 円

◆開催日時　毎月第２水曜日
　　　　　　１９時～２１時
◆定　　員　30名（受付順）
※道具持参

◆開催日時　毎月第３水曜日
　　　　　　１９時～２１時
◆定　　員　30名（受付順）
※道具持参

◆開催日時　毎月第４金曜日
　　　　　　１９時～２１時
◆定　　員　30名（受付順）
◆年 会 費　1,000 円

料
理
教
室

絵
手
紙
教
室

書
道
教
室

手
芸
教
室

申し込み・問　豊後大野市隣保館　豊後大野市大野町田中 74-1
　　　　　　　☎ 0974-34-3603（直通）　市内無料電話 9-34-3603

各
教
室
と
も
５
月
か
ら
、

年
10
回
の
開
催
で
す
。



1 日 第 25回御嶽流神楽大会（8時 30 分～　清川町　神楽の里　能場公園）
2 月
3 火
4 水
5 木
6 金

7 土 チューリップフェスタ2012（～22日㈰　原尻の滝周辺）
第10 回あかい屋根と桜まつり（10 時～16 時　あかい屋根の郷（旧三重南小学校跡地））　

8 日 市清掃センターごみ持込み日曜開場日（９時～12 時、13 時～16 時）
9 月

10 火 行政相談（９時～11時　緒方すこやかセンター、9時～12 時　市中央公民館、朝地公民館）　年金相談（10 時
～15時　市隣保館（大野町））　市内中学校入学式（10 時～）　三重総合高等学校入学式（13 時 30 分～）

11 水 市内小学校入学式（10 時～）

12 木 行政相談（9時～12 時　千歳公民館）　年金相談（10 時～15時、市商工会（三重町））
市内公立幼稚園入園式（10 時～）

13 金
14 土
15 日
16 月
17 火
18 水 年金相談（10 時～15時　竹田市総合社会福祉センター）
19 木 不動産に関する相談（9時～12 時　市中央公民館）
20 金 行政相談（９時～12 時　市隣保館（大野町）、犬飼支所）
21 土
22 日 えぼし岳ぼたん桜まつり（～29日㈰　大野町えぼし公園）
23 月
24 火
25 水 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
26 水
27 金
28 土
29 日 神楽会館一般公演（13 時～16 時　出演団体／緒方神楽保存会、宇目神楽保存会）　傾山山開き
30 月

※行事については 3月 23日現在で決定されているものを掲載しています。

4月　April
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神楽会館一般公演
◆日　時　４月 29日㈰
◆時　間　13時～ 16時
◆場　所　豊後大野市神楽会館
◆入場料　前売　大人 1,000 円 ( 当日 1,500 円 )
　　　　　中学生以下　500円 ( 当日 1,000 円 )
◆出演団体　緒方神楽保存会・宇目神楽保存会
◆チケット　神楽会館、エイトピアおおの、市
　内各公民館、ローソンチケット
問神楽会館　☎ 0974-35-2372
　　　市内無料電話 9-35-2372

三重中学校・三重総合高等学校吹奏楽部
第3回合同演奏会（響心）

俚楽の郷「陶芸展」

◆日　時　４月 29日㈰
　　　　　14時開演　16時終演予定
◆場　所　エイトピアおおの大ホール
◆構　成　
　第１部
　　クラシカルステージ（25分）
　　（吹奏楽オリジナル曲、クラシック
　　アレンジ曲等 3～ 4曲演奏）
　第 2部
　　ジャズ・ポップスステージ（55分）
　　（ジャズ、ポップス、歌謡曲等 10
　　曲程度演奏）
◆入場料　無　料
問三重総合高等学校
　☎ 0974-22-5500

　市内外から陶芸教室に通
う生徒たちの作品展です。
　今年は一輪挿し、カレー
皿、丼などを中心に、個性
あふれる作品群を展示しま
す。
　ぜひ、ご覧ください。
◆期間
　４月８日㈰～ 15日㈰
◆時間　９時 30分～ 17時
　最終日は 16時まで
◆場所　俚楽の郷（緒方町）
◆入場料　無　料
問俚楽の郷
　☎ 0974-42-4822

▲緒方神楽保存会

▼宇目神楽保存会

平成24年　春の全国交通安全運動
～おこさず　あわず　事故ゼロ～

４月６日㈮から15日㈰までの10日間
◆運動の基本
　子どもと高齢者の交通事故防止
◆運動の重点
○脇見運転の防止
　～脇見せず　前見て走ろう　大分県～
○交通ルールの遵守と正しい交通マナーの実践
　～交通マナーアップおおいた～
○飲酒運転の根絶　
○自転車の安全利用の推進
　（特に、自転車安全利用五則の周知徹底）
○すべての座席のシートベルト着用とチャ
　イルドシートの正しい使用の徹底

道の駅みえ　春まつり
◆日時　４月８日㈰　10 時～15時
◆場所　道の駅みえ
◆催し
　菅尾石仏子供太鼓・地元神楽・
　抽選会ほか
問道の駅みえ　☎ 0974-24-0010
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ケーブルテレビの相談については、大分ケーブルテレコム㈱カスタマーセンター（☎0974-24-5023）までご連絡を！※24時間受付

発行／豊後大野市　　編集／総務課
〒879-7198　大分県豊後大野市三重町市場1200　TEL0974-22-1001　FAX0974-22-3361　市内無料電話 9-22-1001
豊後大野市ホームページアドレス　http://www.bungo-ohno.jp/

猫の引取日
4日㈬、18日㈬　14時～15時
【問い合わせ先】
 豊肥保健所 TEL0974-22-0162

ま
ち
の
う
ご
き

当番日 医療機関名 電話番号
4 月 1日㈰ 杉 山 歯 科 医 院（野津町） 0974-32-2167
4 月 8日㈰ 矢 野 歯 科 ク リ ニ ッ ク（三重町） 0974-22-8811
4 月 15 日㈰ 芦 刈 歯 科 医 院（野津町） 0974-32-7700
4 月 22 日㈰ 朝地町アルファ歯科医院（朝地町） 0974-72-1032
4 月 29 日㈰ み ど り 歯 科 ク リ ニ ッ ク（緒方町） 0974-42-3031
4 月 30 日㈪ 岩 田 歯 科 ク リ ニ ッ ク（野津町） 0974-32-7220

歯科休日当番医院

豊肥地域の日曜日・祝日の小児科医師外来当番

■消費生活相談 
　毎週月～金曜日　９時～17時
　豊後大野市商工観光課または
　各支所産業建設係
■不動産に関する相談
　日時：19日㈭　９時～12時
　場所：市中央公民館
【問い合わせ先】総務課　総務係
　☎0974-22-1001（内線 2022）

  2 日㈪ 緒方・清川・三重
  4 日㈬ 朝地・大野
  9 日㈪ 緒方・清川・三重
11日㈬ 千歳・犬飼
16日㈪ 緒方・清川・三重
18日㈬ 朝地・大野
23日㈪ 緒方・清川・三重
25日㈬ 千歳・犬飼
【問い合わせ先】
 豊肥保健所 TEL0974-22-016

4月
納税等のご案内

野犬の捕獲日

無料相談のご案内

編集後記  
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受付時間　8時30分～11時30分　診療時間　9時～12時
※当番医院については、やむを得ず変更になる場合がありますので、緊急の場合は、受診される医
　療機関に電話等でお確かめください。
※土曜日については、他の医療機関でも小児科診療を行っているところがあります。あらかじめ医
　療機関に電話等でお確かめください。
※当番表は豊肥保健所ホームページ (http://www.pref.oita.jp/site/houhi/)にも掲載しています。

●人　口　40,033人 　（－71人）
●　男　　18,595人 　（－33人）
●　女　　21,438人 　（－38人）
●世帯数　16,456世帯（－28世帯）
　平成24年2月29日現在（　）内は前月比

当番日 医療機関名 電話番号
4 月 1日㈰

豊 後 大 野 市 民 病 院（緒方町） 0974-42-31214 月 8日㈰
4月 15日㈰
4月 22日㈰
4月 29日㈰ み や わ き 小 児 科（三重町） 0974-24-0230
4 月 30 日㈪

豊 後 大 野 市 民 病 院（緒方町） 0974-42-3121
5 月 3日㈭
5月 4日㈮
5月 5日㈯
5月 6日㈰

　昨年のジオパークシンポジウムで、ある
関係者の方からかけられた一言。「皆さん
が住んでいる豊後大野の大地ってすごい
ところなんですよ。さまざまな年代の地球
活動が濃縮されていて、地質を勉強する
なら、豊後大野市へ行け！なんて、専門家
では話すくらいなんです」と。私は知りま
せんでした。足もとに、とてつもない大地
の物語があったことを。そして、今もなお、
その雄大な大地に抱かれ生活をしている
ことに感謝と誇りを強く感じました。 か

地域へ恩返しができたら
日小田　春作　さん（清川町）

　３月４日にエイトピアおおので開催された第 44 回耳
の日記念大分県ろうあ者福祉大会。会場の準備、進行、運営に汗を流していた
多くのボランティアスタッフの１人、日小田さんにお話を聞きました。
　日小田さんと手話との出会いは、平成 12 年ごろのこと。耳の不自由な方と少
女が手話を通してコミュニケーションをとっている光景を見かけ「手話は大事
な会話手段だ！」と強く感じたそうです。そんな時、旧清川村の公民館で手話
講習会の募集チラシを目に。迷うことなく参加したのでした。
　これまで学んだ手話を通して、地域に恩返しをしたいと思い、平成 10 年に三
重町にて行なわれた耳の日記念大分県ろうあ者福祉大会の開催を前に「手話サー
クルさくらんぼ」に参加。多くの方と出会い、その後、福祉活動、ボランティ
ア活動に積極的に参加するようになったそうです。「ボランティアという言葉は
あまり好きじゃないんです。誰もができる範囲で、できることをしているだけ。
ボランティアという枠で特別視して欲しくないんです」と語る日小田さん。平
成 19 年から交通指導員としても地域を見守っています。
　「私自身、地域の皆さんに支えられて生活してきました。今後も私ができる範
囲で地域、豊後大野市に恩返しができたら」と言う日小田さん、現在、認知症
についての学習会等に参加し、地域への恩返しを胸に秘めています。

　市内には、あらゆる分野で活躍されて
いる方や、裏方に徹し、表舞台を支える方、
また地域と共に汗を流しまちづくりに尽
力されている方などが多数います。
　豊後大野で「キラリと光る」キラリ人を
ご紹介いたします。

★皆さんの身近なキラリ人をご紹介ください。
　総務課秘書広報係　☎ 0974-22-1001（内線 2009）

★
★ ★

★

●協●働●の●ま●ち●づ●く●り

保育料、認定こども園利用料、給食費、
住宅等使用料、水道料金、農業集落
排水施設使用料、下水道使用料、浄
化槽使用料、ケーブルテレビ使用料、
養護老人ホーム入所負担金、やすら
ぎ団地土地使用料、市営駐車場使用
料、市有地貸付料

納 期 限　5月  1 日㈫
口座振替　4月 25日㈬
※ケーブルテレビ使用料
口座振替　4月 26日㈭

診療時間　9時～12時




